




 

序     文 

 
日本国政府は、タンザニア国政府の要請に基づき、「村落給水事業実施・運営維持管理能力強化計

画」を実施することを決定し、2007 年 7 月に討議議事録（R/D）の署名をタンザニア国政府と取り交

わした。これにより、2007 年 9 月から 2010 年 7 月までの約 3 年のプロジェクトとして、独立行政法

人国際協力機構がこのプロジェクトを実施している。 
 
当機構は、プロジェクト開始から約 1 年 6 ヶ月が経過した 2009 年 2 月 16 日から 3 月 6 日まで、中

間レビュー調査団を現地に派遣し、タンザニア側のカウンターパートと合同でこれまでの活動実績な

らびにその結果について、評価を行った。 
 

このレビュー結果は、ミニッツに取りまとめられ、タンザニア国・日本国双方合意のもとに、署名

交換が行われた。本報告書は、今回の評価調査および協議結果をとりまとめたものであり、今後、本

案件を効果的、効率的に実施してゆくための参考として、広く活用されることを願うものである。 
 

終わりに、調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心より感謝申し上げるとともに、引き

続き一層のご支援をお願いする次第である。 
 
 

2009 年 4 月 
 

独立行政法人 国際協力機構 
 

地球環境部 部長 中川 聞夫 
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DWSP 県給水・衛生計画 District Water and Sanitation Plan 
DWST 県給水・衛生班 District Water and Sanitation Team 
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RUWASA-CAD 
村落給水事業実施・運営維持管理能力強

化計画 
Rural Water Supply and Sanitation 
Capacity Development Project 

RWSP 州給水・衛生計画 Regional Water Supply Plan 
RWST 州給水・衛生班 Regional Water Sanitation Team 
RWSS 地方給水・衛生 Rural Water Supply and Sanitation 

RWSSP 地方給水・衛生プログラム 
Rural Water Supply and Sanitation 
Programme 

SWAp セクターワイドアプローチ Sector Wide Approach to Planning 
TCB 訓練能力強化 Training and Capacity Building 
TSP 技術系コンサルタント Technical Service Provider 
TWG WSDP課題別作業別部会 Thematic Working Group 
WSDP 水セクター開発プログラム Water Sector Development Programme 
WSWG 水セクター作業部会 Water Sector Working Group 
WRD 水資源局 Water Resources Division 
 



調査対象地図 

 



 

写     真 

 

村長のリーダーシップで、良く管理されている給水栓 

 

使用時のみロックを開錠して使用するハンドポンプ 

 

水灌漑省での意見交換 

 

流域管理事務所（BWO）での聞き取り 

 
貯水タンク（手前）のオーバーフロー（奥）も 

住民により汲み上げ、利用されている。 

 

JCC でのレビュー結果報告 
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中間レビュー調査結果要約表 
作成日：2009 年 3 月 23 日 

担当部：地球環境部 

１. 案件の概要 

国名：タンザニア国 案件名： 村落給水事業実施・運営維持管理能力

強化計画 
分野：地方給水 援助形態：技術協力プロジェクト 
所轄部署：地球環境部水資源・防災グルー

プ水資源第二課 協力金額： 

(R/D): 2007 年 6 月 相手国実施機関：タンザニア国水灌漑省 
協力期間 

2007 年 9 月～2010 年 7 月 日本側協力機関： 
１-１ 協力の背景と概要 

2007 年時点でタンザニア国の村落地域における給水率は 56.25％となっており、なおかつ

対象 4 州では約 2/3 の県が全国平均を下回る状況にある。 
2000 年代に入り、同国では、水分野における計画である WSDP（Water Sector Development 

Programme：2007 年）の策定、コモンファンドの設立等、水セクターにおける援助協調が急

速に進展している。また、地方分権化の流れもあいまって、今後、村落給水事業にかかる

業務を担う県職員の能力強化を目指しているが、体制強化は進んでおらず、水灌漑省と共

に県を支援することになっている州局についても、支援能力の強化が求められている。 
この状況下、タンザニア国政府は我が国に対して、県職員の能力強化及びそれを支援す

る中央政府、州事務所、流域管理事務所の能力強化のための技術協力を要請し、2007 年 6
月に討議議事録（R/D）への署名がなされ、約 3 年間の協力プロジェクトが開始された。 

 
１-１ 協力内容 
（1） スーパーゴール 
プロジェクトで構築された研修体制を WSDP の下で全国に普及させることを通じて、タ

ンザニア本土（ザンジバルを除く大陸部）の村落給水・衛生サービスが向上する 
（2） 上位目標 
対象県の村落給水・衛生サービスが向上する。 

（3） プロジェクト目標 
プロジェクト目標：対象県による村落給水・衛生サービスの供給に係る能力が強化される。

（4） 成果 
成果 1： 水省による村落給水・衛生に関するキャパシティディヴェロップメント計画の

管理能力が強化される。 
成果 2： 村落給水・衛生事業の実施について、県給水・衛生班（DWST）の能力向上の

ための研修体制のモデルが構築される。 
成果 3： 県による村落給水・衛生事業の実施を支援するために必要な流域管理事務所

（BWO）の能力が強化される。 
成果 4： 県による村落給水・衛生事業の実施を支援するために必要な州給水・衛生班

（RWST）の能力が強化される。 
成果 5： 本プロジェクトを通して見直された地方給水・衛生事業の実施プロセス及び 

手続きが対象県での地方給水衛生プログラム（RWSSP）実施に適用される。 
（5） 投入（評価時点） 
日本側： 
専門家派遣 4 名（総括／村落給水事業、副総括／水資源開発・管理／給水計画、村落

給水施設計画／維持管理、住民組織／衛生啓発） 合計 43.83MM 
現地活動費 76,605,678 円（機材供与、プロジェクト事務所の改築費用を含む） 
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機材供与 11,942,923 円相当 
タンザニア側： 
カウンターパート 7 名（プロジェクトダイレクター、マネージャー、CP リーダー含む）

プロジェクト事務所 
プロジェクト経費 2,831,717 円相当 （2009 年 2 月 JICA 平均レート 1TZS= 0.068JPY
で換算） 

２. 評価調査団の概要 
調査者 （担当分野：氏名 職位） 

団  長 ：須藤和男 JICA 地球環境部 課題アドバイザー 
調査企画 ：早山恒成 JICA 地球環境部水資源第二課 
評価分析 ：大橋由紀 株式会社インターワークス 

調査期間 2009 年 2 月 15 日～2009 年 3 月 7 日 評価の種類：中間レビュー 
３. 評価結果の概要 
３-１ 実績の確認 
（１）成果の達成状況 
成果 1：水省による村落給水・衛生に関するキャパシティディヴェロップメント計画の管理

能力が強化される。 
計画通り、地方給水・衛生事業の実施に係る県、州、流域の各レベルの人材育成戦略お

よび 2008/2009 年の訓練能力強化（TCB）ユニットの年間活動計画が策定された。一方、

カウンターパートのプロジェクト活動への参加が不十分であり、カウンターパートの貢献

度は年間計画通りではない。 
成果 2：村落給水・衛生事業の実施について、県給水・衛生班（DWST）の能力向上のため

の研修体制のモデルが構築される。 
DWST に対する研修計画が策定され、計画通りに研修を実施している。また、モニタリ

ング計画が策定され、計画通りにモニタリングを実施している。研修教材についても、第

1 回から第 3 回までの教材はそれぞれの研修日程に合わせて作成されており、最終的にま

とめて研修パッケージが完成される予定である。 
成果 3：県による村落給水・衛生事業の実施を支援するために必要な流域管理事務所（BWO）

の能力が強化される。 
研修の結果、流域管理事務所が水理地質予察図を作成し、全対象県に配布した。その後

新たなデータの確認・更新も行われている。 
成果 4：県による村落給水・衛生事業の実施を支援するために必要な州給水・衛生班（RWST）
の能力が強化される。 

研修の結果、リンディ州、ムトゥワラ州では、州給水衛生計画（RWSP）策定のために各

県から必要な情報の収集を開始している。各 RWST は DWST からの報告に対するフォロー

アップはまだ十分に行っていないものの、全対象州において RWST は DWST からのモニタ

リング報告書の内容を確認している。 
成果 5：本プロジェクトを通して見直された地方給水・衛生事業の実施プロセス及び手続き

が対象県での地方給水衛生プログラム（RWSSP）実施に適用される。 
コースト州では、いくつかの対象県に対してサブプロジェクトへの助言を開始している

が、その他の州では現時点では未実施である。一方、プロジェクトチームから地方給水衛

生プロジェクトのサイクルと各アクターの役割分担について、水セクター開発プログラム

（WSDP）の課題別作業部会、プログラム調整チーム、水・灌漑省のコミュニティ給水局

（CWSD）に対する提案が行われた。 
 
（２）プロジェクト目標達成状況 
プロジェクト目標：対象県による村落給水・衛生サービスの供給に係る能力が強化される。

1）需要対応型アプローチ（DRA）の採用、2）ソフト系コンサルタント（TSP）及び技術
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系コンサルタント（FSP）から提出された進捗報告書・成果品への対応、3）県の給水・衛

生状況及び既存給水施設の維持管理状況に係る情報の更新、4）県給水衛生計画（DWSP）
への衛生普及に係る戦略・活動計画の記載、のそれぞれの指標において、プロジェクトの

研修の結果として DWST が良好な取り組みを開始した事例が報告されている。 
 
（３）上位目標達成状況 
上位目標：対象県の村落給水・衛生サービスが向上する。 

上位目標の達成については時期尚早であるが、対象の 22 県がプロジェクト活動を通して

得た能力を RWSSP の実務において活用することが期待でき、その結果として給水・衛生

サービスの向上が期待される。 
 
３-２ 評価結果の要約 
（１）妥当性 

以下の点において妥当性が確認できた。 
 WSDP の下、地方給水衛生事業の実施能力強化へのニーズが高い 
 タンザニア政府の水衛生セクター開発計画との整合性 
 日本の対タンザニア援助実施方針との整合性 
 地方給水衛生事業の計画・実施における水資源管理強化のアプローチの妥当性 

 
（２）有効性 

プロジェクトチームによる研修体制のモデルの構築が進む一方で、中間レビュー時点

までに DWST・RWST・BWO のそれぞれにおいて研修の成果が現れ始めており、その結

果としてプロジェクト目標が達成される見込みは比較的高いことが確認できた。いくつか

の懸案事項については対応しつつ、今後も計画通りに活動が実施されていくことが期待さ

れる。 
 
（３）効率性 

カウンターパートの活動への参加が不十分であることにより、成果 1 の発現に影響が

出ている。それ以外では、全ての投入が十分に活用されており、適切に活動に結びついて

いる。さらに DWST・RWST・BWO の連携を強化していくことで、成果の達成が期待で

きる。 
 
（４）インパクト 

上位目標およびスーパーゴールの達成を予測するには時期尚早であるが、外部要因と

なっているRWSSPの進捗状況以外では、現状では阻害要因は確認されておらず、プロジェ

クト目標とプロジェクトが構築する研修体制のモデルの制度化が達成されることで、上位

目標とスーパーゴールの達成に貢献することが期待される。 
中間レビュー時点までの正のインパクトとして以下の 2 点が確認できた。 

 対象の BWO が研修を通して得た技術を流域の対象地域以外に応用したり、都市給

水、灌漑などに活用するケースが確認されている。 
 本プロジェクトの研修に類似した内容の研修プログラムが全国対象に計画されて

おり、本プロジェクトのカウンターパートが中心となって、プロジェクト活動を

通して得た知識が活用されている。 
 
（５）自立発展性 

政策・制度面では、プロジェクトのアプローチに対する理解と認識がプロジェクトを

通して各関係者の間で向上していることから、WSDP のプロジェクト実施マニュアル

（PIM）に研修体制のモデルが取り込まれることで、研修体制が制度化され全国展開され
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ることが期待できる。 
組織面では、CWSD は研修体制のモデルを実施していくためには人員数の増強や能力

の強化が必要である。また、州レベルでは水資源管理を担当できる人材が不足している。

財政面では、WSDP による各県・州および水灌漑省のキャパシティ・ビルディング予

算が将来的な研修実施において利用可能であることが確認されている。 
技術面では、プロジェクトの研修内容は各 DWST・RWST・BWO に支持されており、

受け入れられている。研修における参加者の自己評価では理解度も高く評価されている。
 

３-３ 効果発現に貢献した要因 
 プロジェクト活動が全て計画通りに進捗している。 
 専門家チームのタンザニア国の水セクターの状況についての経験や知識が活用されて

いる。 
 
３-４ 問題点及び問題を惹起した要因 

 一部、給水衛生班内の問題により、課題への取り組みが十分でない DWST や RWST が

あり、成果の発現が制限されている。 
 RWSSP の第 1 サイクル実施の遅れており、研修内容を研修直後に実務に活用する機会

が制限されている。 
 地方給水衛生事業の実施に関する水・灌漑省と地方自治省との調整が不十分な点があ

り、不都合が生じるケースがある。 
 衛生事業の実施における保健省・教育省との連携が始まったばかりであり、強化が必

要となっている。 
 カウンターパートの参加が不十分であることにより、成果 1 の達成状況に影響が出て

いる。 
 DWST・RWST・BWO の連携がまだ十分でないため、強化が必要となっている。 

 
３-５ 結論 

プロジェクトチームの尽力により DWST・RWST・BWO のそれぞれのレベルで地方給水

衛生事業の実施における改善事例が確認されており、徐々に成果が発現されている。よっ

て、3 年次 4 年次も配慮すべき事項については引き続きフォローしつつ、計画された活動を

実施していくことで、プロジェクト目標の達成見込みは高いと言える。一方、CWSD の能

力強化についてはカウンターパートの参加が十分でないことから現時点での達成度は不十

分であり、自立発展性を確保するためには改善が求められる。 
 
３-６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

 C/P と専門家チームのより密な連携 
村落給水・衛生に関する C/P の知見と経験はプロジェクト活動の計画・実施において

利用価値が高く、C/P と専門家チームがより連携を密にしていくことが望ましい。研修

計画の立案やファシリテーションといった様々なプロジェクト活動や、パイロット県

における DWST の研修効果のモニタリングに C/P を巻き込む事を検討すべきである。

これらのプロセスに C/P と専門家チームが一緒に取り組み、技術移転を行うことによ

り、RWSSP を全国で実施するために必要な C/P の能力開発がより進むと考えられる。

 各機関の連携の強化 
RWSSP の実施には、水灌漑省、流域管理事務所、州局、LGA、水サービス事業者/コミュ

ニティ給水組合といった様々な機関が関与している。これら各機関の連携は RWSSP の

成功に非常に重要な役割を果たす。研修計画においても各機関の人材が村落給水・衛

生に関するアイディアや情報を共有する場をより多く設けるべきで、プロジェクトに

おいても RWSSP 実施の各機関が連携を深めるよう誘導することが望ましい。 
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第1章 中間レビュー調査の概要 

1-1 プロジェクトの背景と中間レビュー調査団派遣の目的 
2005 年時点でタンザニア国（以下、「タ」国）における都市地域の給水率は 74％、村落地域は 53.5％

となっており、村落部では 1,340 万人が給水を受けていない。本プロジェクトの対象となる 4 州にお

いても 7 割の県 で村落地域の給水率は全国平均を下回っており、給水施設の稼働率は 8 県において

50％を下回っている。また、2002 年に改定され「タ」国家水政策（NAWAPO2002：National Water Policy 
2002）では、国民全員が清潔で安全な水に 400m 以内の範囲で平等にアクセスできることを目標に掲

げているが、乾季になると約 30％の家庭が飲料水を確保するために片道 1km 以上の距離を移動しな

ければならないとの報告がなされている。また、水汲み労働は女性や子供の仕事となっており、女性

の健康状態悪化や子供の就学率低下にも影響している。 

2006 年以降、「タ」国では、水セクターにおける SWAp（Sector Wide Approach）方針の具体的計画

である WSDP（Water Sector Development Programme）の策定、コモンファンドの設立等、水セクター

における援助協調が急速に進展している。これまで「タ」国では、水灌漑省が新規村落給水事業を実

施し、水灌漑省の指導の下コミュニティが給水施設の運営維持管理を実施していたが、WSDP ではこ

れまで水灌漑省が担ってきた村落給水事業にかかる業務の権限を県に委譲する地方分権化政策を急

速に進めている。このため、県職員の新規村落給水事業を実施する能力及び給水施設の運営維持管理

能力が強化されなければ、WSDP に基づいて給水率を向上させることが困難な状況にある。また、

WSDP では水灌漑省が村落給水に携わる県や州の職員の能力を強化するための研修を企画・調整する

と規定しており、水灌漑省コミュニティ給水局（CWSD）にこれら研修を企画・調整する能力強化・

訓練課を設置した。現在、県職員の能力を強化するための研修体制は水資源職業訓練学校（Water 
Resources Institute）において水テクニシャンを対象とした約 3 ヶ月の研修が存在するのみである。ま

た、WSDP では州も水灌漑省と共に、県を支援することになっているが、現在は支援体制が明確に定

められていない。 

このような状況下、我が国は「タ」国の要請を受け、県職員の村落給水事業実施の能力強化とそれ

を支援する水・灌漑省、州事務所、流域管理事務所の能力強化を図るべく、2007 年 9 月より技術協

力プロジェクトを開始した。今回、プロジェクト期間の半ばを迎え、 

（1）プロジェクトの投入実績、活動実績、計画達成度を調査し、実行計画との整合性を確認する

こと 
（2）評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点からも検証を行い、

終了時までの対応方針等について提言を行うとともに、類似の技術協力案件への教訓を抽出

すること 
（3）今後実施される終了時評価の結果をより確かなものにするために、必要に応じて PDM の改

定を行うこと 
 

の 3 つを目的として中間レビュー調査を実施することとした。 
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1-2 中間レビュー調査団の構成 
調査団員の構成は以下のとおり。 

 氏名 担当分野 所属 期間 

1 須藤 和男 団長 JICA 地球環境部 
課題アドバイザー 

2 月 23 日 
-3 月 6 日 

2 早山 恒成 調査企画 JICA 地球環境部水資源第二課 
職員 

2 月 23 日 
-3 月 6 日 

3 大橋 由紀 評価分析 株式会社インターワークス 
適材適所事業部、コンサルタント 

2 月 16 日 
-3 月 6 日 

 

1-3 調査日程 
調査日程の実績を表 1 に示す。 

1-4 中間レビューの方法 
今回の調査では、日本、タンザニア双方のメンバーからなる合同レビューチームを結成し、中間レ

ビューを行った。具体的には、プロジェクト関係者（実施機関および専門家）へのヒアリング、質問

票による調査、現地視察を経て、プロジェクトのこれまでの実績や進捗状況を確認した。レビューの

結果は中間レビュー報告書にまとめられ、3 月 4 日第 4 回 JCC（合同調整委員会：Joint Coordination 
Committee）において、プロジェクト関係者に説明された。 
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表 1 調査日程 

須藤,早山 大橋
2月15日 日 19:55羽田-関西21:15(JL 185)

23:15関西-ドバイ05:55(JL5099)
2月16日 月 10:50ドバイ-ダル15:25(EK 725)
2月17日 火 08:30-09:30 対処方針会議（TV会議）

10:00-10:30 JICAタンザニア事務所との協議
11:00-12:30 MoWIとの協議
午後　専門家チームとの協議

2月18日 水 MoWI、その他からの聞き取り
書類整理

2月19日 木 同上
2月20日 金 同上
2月21日 土 書類整理
2月22日 日 19:55羽田-関西21:15(EK6257) 書類整理

23:15関西-ドバイ05:55(EK 317)

2月23日 月 10:50ドバイ-ダル15:25(EK 725)
MoWI、専門家チームとの協議
(中間レビュー、PDM改訂等)

2月24日 火

2月25日 水

2月26日 木

2月27日 金

2月28日 土

3月1日 日
3月2日 月

3月3日 火

3月4日 水
3月5日 木 14:00-15:00 JICAタンザニア事務所への報告

3月6日 金

3月7日 土
19:15関西-羽田20:25(EK6252/JL 188)

17:20ダル-ドバイ23:50(EK 726)
02:50ドバイ-関西16:40(EK 316/JL5090)

15:00-17:00 専門家チームとの協議
09:00-09:30 大使館への報告

11:30-12:30 合同レビュー調査団内協議
14:00-16:30 合同レビュー調査団内協議
10:00-13:45 JCC出席

団内協議(中間レビュー結果、PDM改訂等)
10:00-12:30 合同レビュー調査団内協議
14:00-16:00 合同レビュー調査団内協議
16:30-19:00 専門家チームとの協議

12:20ムトワラ- ダル13:25(PW 402)
16:00-18:00 Meeting with JICA experts

07:45 リンディへ出発
10:20-11:40 リンディRWSTからの聞き取り
12:00-13:00 リンディDWSTからの聞き取り
13:00 ムトワラへ出発
14:10-14:30 ムクンビカ給水施設視察
15:00-15:30 ムダンガ給水施設視察

10:50ダル- ムトワラ12:00(PW 401)
12:30-13:30 ムトワラRWSTからの聞き取り
14:00-15:00 ムトワラDWSTからの聞き取り 
15:30-16:30 ルブマ・南コーストBWOからの聞き取り

10:30-11:30 専門家チームからの聞き取り
12:00 ダルエスサラーム州局へ出発
13:00-14:00 ダルエスサラーム州局からの聞き取り
14:30-15:30 テメケ市DWSTからの聞き取り

17:30-18:15 JICAタンザニア事務所訪問、協議

日付

09:30-10:00 MoWI表敬
10:10-11:00 MoWIとの協議
11:00-13:00 専門家チームからの聞き取り
14:30-16:00 C/Pからの聞き取り
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第2章 プロジェクトの実績と現状 

2-1 活動の実績 
本プロジェクトは 2007 年 9 月のプロジェクト開始から 2008 年 2 月までの 6 ヶ月間を「準備フェー

ズ」とし、人材育成計画および年間活動計画の策定、ベースライン調査によるターゲットグループの

能力および研修ニーズの評価・分析とそれに基づく人材育成計画の策定、流域管理事務所（BWO）

の研修として水理地質予察図の作成指導を実施した。 

2007 年 12 月から終了時までは「研修実施・モニタリング・フェーズ」とし、主な活動としては、

県給水・衛生班（DWST）、州給水・衛生班（RWST）および BWO に対して中間レビュー時点までに

下表のとおりの内容で第 1～第 3 研修フェーズまでの各研修を実施した。また、研修の成果を確認す

るために 2 回のモニタリング活動を実施している。 

中間レビューまでの全てのプロジェクト活動は、実施計画（PO）のとおりに実施された（活動の

詳細は「添付資料 3：活動計画（PO1）」を参照）。 

表 2 プロジェクトの研修内容（実施済み分） 
研修フェーズ DWST（対象 22 県） RWST（対象 4 州） BWO（対象 2 流域事務所）

第 1 回 
（2008 年 1 月
～2 月＊BWO
に つ い て は
2007 年 11、12
月にも実施） 

（DWST と RWST の合同研修） 
 村落給水・衛生事業の現状分析 
 村落給水・衛生事業の計画策定および事業管理方法

の改善 
 改変されたRWSSPプロセスにおいて実施の主導権を

握る県水技師の督励 

 データベース管理 
 GIS 研修 
 水理地質予察図作成 

第 2 回 
（2008 年 6 月
～7 月） 

 村落給水・衛生事業に
おける需要対応型アプ
ローチ（DRA） 

 水資源の持続性を鑑み
た戦略的村落給水・衛
生事業の計画策定 

 州給水・衛生計画策定
のスキル 

 水資源の持続性を鑑み
た戦略的村落給水・衛
生事業の計画策定
（DWST と合同研修）

 水資源管理計画との整
合 

 水資源ポテンシャルの
評価 

 州水アドバイザーの連
携 

第 3 回 
（2008 年 11
月） 

（DWST と RWST の合同研修） 
 DWST と関係機関の連携活動を意識したプロジェク

ト・マネジメント方法 
 給水と衛生改善のための統合的なアプローチの策定

能力の強化 

 水資源と村落給水の適
正化 

 設計の評価 

出展：プロジェクト事業進捗報告書 
 

2-2 投入の実績 

2-2-1 日本側の投入 
（1）専門家の派遣 

2007 年 9 月のプロジェクト開始以来 2009 年 3 月までに 4 人の専門家が派遣されている。各

専門家の分野とタンザニアへの派遣期間の実績は以下のとおり（派遣期間の詳細は「添付資料

4：専門家投入実績」を参照）。 
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各専門家の分野 派遣期間 (MM)

総括／村落給水事業 10.83

副総括／水資源開発・管理／給水計画 11.00

村落給水施設計画／維持管理 9.50

住民組織／衛生啓発 12.50

合計 43.83
 

（2）機材供与 
2009 年 2 月までに車両 2 台、研修機材、事務所機材を含む 175,631,221 タンザニアシリング

（TZS）相当（日本円で 11,942,923 円）の機材が供与されている（2009 年 2 月の JICA 平均レー

ト 1TZS=0.068JPY で換算）（詳細は「添付資料 5：調達機材一覧」を参照）。 

（3）プロジェクト現地経費 
2009 年 2 月 13 日までに累計 1,126,554,088 TZS 相当 （日本円で 76,605,678 円）がプロジェ

クト活動に使われた（2009 年 2 月の JICA 平均レート 1TZS=0.068JPY で換算）。現地経費には

機材供与、プロジェクト事務所の改築費用が含まれる（詳細は「添付資料 6：現地運営経費」

を参照）。 

2-2-2 タンザニア側の投入 
（1）カウンターパート 

現時点ではプロジェクトダイレクター、マネージャーのほかに、実務レベルで 4 名のカウン

ターパート（C/P）が配置されている。また、C/P チームリーダーが C/P の配置やプロジェク

ト活動に関する専門家との調整を行っている。2008 年 10 月以降、水資源局の C/P 1 名が空席

になっており、まだ補充されていない（詳細は「添付資料 7：カウンターパート一覧」を参照）。 

（2）プロジェクト事務所 
プロジェクト事務所のスペースは水・灌漑省の敷地内に提供されている。  

（3）プロジェクト経費 
2009 年 3 月までにタンザニア側が負担するプロジェクト経費は合計 41,642,900 TZS（日本円

で 2,831,717 円相当）である（2009 年 2 月の JICA 平均レート 1TZS=0.068JPY で換算）（詳細

は「添付資料 8：タンザニア側プロジェクト経費」を参照）。 

2-3 アウトプットの達成状況 
現状の成果の達成状況を PDM1 の指標に基づいて分析したところ、各成果について以下に示すよう

な結果であった。 

(1) 成果 1【水省による村落給水・衛生に関するキャパシティディヴェロップメント計画の管理

能力が強化される】 

指標 1： 地方給水・衛生事業の実施に係る県、州、流域の各レベルの人材育成戦略が、プロ

ジェクト開始後 6 ヶ月以内に PMO-RALG 他関係者との調整の下で策定される。 

DWST、RWST、BWO への給水・衛生事業の実施に係る人材育成戦略はプロジェクトの準
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備フェーズ中に作成され、プロジェクトチームと合同調整委員会（JCC）メンバーにより 2008
年 3 月に実施された第 2 回の JCC 会合で合意された。 

指標 2： TCB ユニットの年間活動計画が毎年策定される。 

訓練能力強化（TCB）ユニットの 2008/2009 年（タンザニア会計年度に合わせて 2008 年 7
月～2009 年 6 月まで）の年間活動計画が作成され、2008 年 6 月の C/P 会合で合意された。次

年度の計画については、水・灌漑省の一般的な計画プロセスに則り、2009 年 5 月から 6 月に

TCB ユニットの 2009/2010 年の年間活動計画も作成される計画である。 

その他： 年間活動計画に添付された行動計画に基づき、カウンターパートにより活動が実施

される（PDM2 より）。 

プロジェクトチームは、成果 1 の達成度を測るには既存の 2 つの指標だけでは不十分であ

ると考え、改定された PDM2 には新たに指標 1-3 として「年間活動計画に添付された行動計

画に基づき、C/P により活動が実施される」を追加することで JCC の合意を得ている（改訂

版 PDM の詳細については、「添付資料 2：PDM2」を参照）。 

実際、中間レビュー時点までに上記のとおり指標 1-1 と 1-2 は計画通りに達成されている

ものの、C/P は行動計画にあまり注意を払っていなかったことが指摘されており、結果とし

て、C/P による活動は計画どおりには行われなかった。このような状況から、日本人専門家

はさらに C/P の参加を促し、活動をモニタリングしていくことが必要だと考えている。さら

に、専門家は C/P の上司とのコミュニケーションをさらに密にして、プロジェクトの活動と

水・灌漑省の通常業務の調整を行っていく意向である。 

(2) 成果 2【村落給水・衛生事業の実施について、県給水・衛生班（DWST）の能力向上のため

の研修体制のモデルが構築される】 

指標 1： プロジェクト開始後 9 ヶ月以内に研修計画が策定される。 

DWST への研修計画はプロジェクトの準備フェーズ期間内に計画通り策定され、第 1、第 2、
第 3 研修フェーズの内容（研修コンポーネント）が全て研修計画どおりに実施された。この

研修計画には実施を通して必要に応じた修正が加えられ、プロジェクトの終了時に研修パッ

ケージとしてまとめられることになっている。 

指標 2： 研修対象者の研修に対する満足度、技術・知識の修得状況、行動変容及び研修のイ

ンパクトを記録・分析するためのモニタリング計画がプロジェクト開始後 9 ヶ月以

内に策定される。 

モニタリング計画は第 1 研修フェーズ終了後の 2008 年 2 月に策定された。その後、第 1
回モニタリング調査の実施前にモニタリング計画はプロジェクトチーム内で再度検討され、

2008 年 9 月に開催された第 15 回 C/P 会合において詳細が合意された。第 1 回、第 2 回モニ

タリング調査は計画通りに実施された。モニタリング計画についても実施を通して必要に応

じた見直し・修正が行われ、プロジェクト終了時には研修体制モデルの一部として取りまと
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められる計画である。 

指標 3： 既存の研修モジュールガイドとマニュアル類がプロジェクトを通して改訂され、

2010 年 7 月までに研修パッケージとして完成される。 

研修計画の策定過程において、プロジェクトチームは既存の研修モジュールを調査し、国

家水政策（NAWAPO）で取り上げられている主要課題に沿った改訂を行った。改訂された研

修モジュールは 2008 年 5 月に、制度開発・能力強化課題別作業部会（ID&CB TWG）や水セ

クター開発プログラム（WSDP）プログラム調整チーム（PCT）に対して、地方給水衛生プロ

ジェクトのサイクルや各アクターの役割に関する提案として提出された。 

コース教材については、研修スケジュールに合わせて、既存の教材や改訂された研修モ

ジュール・計画に沿った研修カリキュラムを基にして作成している。第 1 回、第 2 回、第 3
回の研修の教材はそれぞれの研修フェーズの開始前に作成された。 

研修のモジュールやコース教材はプロジェクト活動をとおして改善され、プロジェクト終

了時には研修パッケージとして完結される予定である。 

(3) 成果 3【県による村落給水・衛生事業の実施を支援するために必要な流域管理事務所（BWO）

の能力が強化される】 

指標 1： 第 2研修フェーズまでに水理地質予察図が流域管理事務所から全対象県に配布され

る。 

水理地質予察図は、計画通り準備フェーズ中に両対象 BWO の水理地質技師によって作成

され、22 対象県全県に配布された。 

指標 2： 更新された水理地質データが流域管理事務所から全対象県に毎年配布される。 

地方給水・衛生プログラム（RWSSP）の第 1 サイクルの進展が遅れており、まだコンサル

タントの調達の段階にあることから、中間レビュー時点までに RWSSP の実施に関連した新

しい水理地質データは発生しなかった。RWSSP 関連以外では、両対象 BWO について新たな

更新データがいくつかあり、両 BWO ともにそのデータの確認・更新を行った。更新された

水理地質データは限定された地域を対象とした情報であったため、全対象県への更新情報の

配布は行われていない。 

(4) 成果 4【県による村落給水・衛生事業の実施を支援するために必要な州給水・衛生班（RWST）
の能力が強化される】 

指標 1： 2010 年 7 月までに全対象州で RWSP が策定される。 

RWST への第 2 研修フェーズでは州給水・衛生計画（RWSP）の策定に関する内容の研修

が行われた。その後行われたプロジェクトチームによるモニタリングの結果によると、2 つ

の州では既に RWSP 策定に必要な情報を地方自治体（LGA）から収集し始めているものの、

その他の 2 州ではまだ具体的な活動に移されていない。プロジェクトチームは研修の課題を
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とおして RWST が必要な情報を収集し RWSP を作成するように促している。 

指標 2： DWST から四半期モニタリング報告書を受領後、1 ヶ月以内に全対象州の RWST が

内容を確認し、県へのフィードバックを行う。 

大部分の LGA では、クイック・ウィンや非政府組織（NGO）の支援によるプロジェクト

など、実施中の地方給水衛生プロジェクトを持っており、それらの進捗に関する四半期報告

書を州に提出している。対象 4 州でのモニタリングの結果によると、全ての州で、LGA から

受け取った報告書を確認してから首相府地方自治省に送付していることが確認された。しか

し、確認した後に RWST から LGA に対して報告書に関するフォローアップやファシリテー

ションを提供するなどの支援は、まだ十分に行われていない。プロジェクトチームは今後、

RWST が LGA に対してファシリテーションやモニタリングをもっと積極的に実施していく

ように促進していく意向である。 

(5) 成果 5【本プロジェクトを通して見直された地方給水・衛生事業の実施プロセス及び手続き

が対象県での RWSSP 実施に適用される】 

指標 1： 全対象県において、村落から要請されたサブプロジェクトが RWST 及び BWO の指

導・承認に基づき計画・設計される。 

RWSSP のサブプロジェクトの計画・デザインへのアドバイスや承認のプロセスにおいて

RWST や BWO がどのような役割や責任を持つのかについては、プロジェクトの研修を通じ

て関係者間で確認し合意された。RWST に割り当てられた役割は、州行政の再編計画で示さ

れた州の役割を地方給水衛生事業の実施に適用した形で、プロジェクトチームが提案したも

のである。BWO に割り当てられた役割については、水資源管理の視点からプロジェクトチー

ムが提案したものでる。これらの地方給水衛生事業のプロセスにおける RWST と BWO の役

割は、プロジェクトチームが提案している地方給水衛生プロジェクトサイクルと役割分担が

WSDP のプログラム実施マニュアル（PIM）の中に反映されることにより、将来的に制度化

されることが期待できる。 

一方、プロジェクトチームのモニタリング結果によると、コースト州の RWST では、一部

の LGA に対してサブプロジェクトの計画についてのアドバイスや承認を開始している。しか

し、その他の RWST や BWO ではそのような活動はまだ開始していない。 

指標 2： 地方給水・衛生事業のプロジェクトサイクルと手続きに関し、必要な改訂について

の提案が準備される。 

対象県での給水衛生プロジェクトのサイクルや手続きの適用に関する現状を水セクターの

関係者に報告するために、プロジェクトチームは WSDP に関連した様々な会合に参加してい

る。また、プロジェクトチームは既存の地方給水衛生プロジェクトサイクルと手続きへの改

定案を作成し、ID&CBTWG、PCT や地方給水局に既に提出した。プロジェクト実施手続きの

見直しについては今後のプロジェクト期間を通して継続され、手続き改定の提案書を作成す

る予定である。 
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2-4 プロジェクト目標の達成見込み 
プロジェクト目標【対象県による村落給水・衛生サービスの供給に係る能力が強化される】の達

成見込みを PDM1の指標に基づいて分析したところ、以下のような状況であった。対象 22 県におけ

るプロジェクト目標の達成状況は、プロジェクトの終了時に実施されるインパクト評価調査で確認さ

れる予定である。 

指標 1： 全対象県の DWST が、事業形成段階において、基礎調査（scoping survey）候補村

落の選定手続きに Demand-Responsive Approach (DRA) を採用する。 

RWSSP の第 1 サイクルでコミュニティの選択プロセスに需要対応型アプローチ（DRA）の

適切なステップを踏んだ DWST は少なかったが、プロジェクトの研修後には DWST の参加

者の全員が DRA に則ったコミュニティ選択プロセスの重要性を理解したことがプロジェク

トチームによって確認されている。今後の選定手順を改善するために、プロジェクトチーム

は研修やモニタリング、課題などを通して継続的に DWST に DRA の適切な活用を促進して

いく一方で、RWST からも DRA の適切な活用を促進していくように指導する予定である。 

指標 2： 全対象県の DWST が TSP 及び FSP から提出された進捗報告書、その他の成果品に

対して、双方で合意された期間内に精査しコメントを返す。 

ベースライン調査の結果から選定されたパイロット 4 県（テメケ、リンディ、ムクランガ、

マサシの各県）でのモニタリング調査の結果によると、コンサルタントから提出される報告

書への対応状況はそれぞれで異なっていることがわかった。テメケ県とリンディ県では県水

技師（DWE）が DWST 内で協議することなく対応している。またムクランガ県とマサシ県で

は DWST のメンバーが全員で DWST 会合において報告書を確認し、サービス提供者へコメ

ントや指示を作成している。 

現在まで RWSSP の進捗の遅れから、コンサルタント（TSP 及び FSP）への対応を必要と

される機会が少ないが、RWSSP の進展に応じて必要が生じた際にはプロジェクトチームはプ

ロジェクト活動を通してコンサルタントへの監督機能を改善するように促進していく意向で

ある。 

指標 3： 全対象県の DWST が県の給水・衛生状況及び既存給水施設の維持管理状況に係る情

報を毎年更新する。 

DWST への研修で実施されたディスカッションでは、給水衛生の状況や既存の給水施設の

維持管理に関する必要な統計の整備状況は改善しつつあることが判明している。プロジェク

トチームは第 4、第 5 研修フェーズでさらに情報管理に関する研修を計画しており、また研

修員の達成状況を確認していくために研修後の課題提出を求める活動を継続していく意向で

ある。 

指標 4： 家庭及び学校を対象とする衛生普及に係る戦略と活動計画が全県の DWSP と年間

計画に示される。 

マサシ県の DWST では、まだ改善の余地があるものの、研修での指導に従って衛生啓発活
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動を県給水・衛生計画（DWSP）の中に統合していることが判明した。プロジェクトチーム

は研修・モニタリング・課題などの活動を通して、このような現時点ではマサシ県のみに限

定されるポジティブな変化を他の LGA に広め、プロジェクト終了時にはこの指標を達成する

ように努めていく計画である。 

2-5 プロジェクトの実施プロセス 
（1）技術移転の方法 

プロジェクトが実施している技術移転には、ア）水・灌漑省の CWSD の C/P を対象とした

BWO、RWST、DWST 向け研修のマネジメントに関する技術移転、および、イ）BWO、RWST、
DWST を対象とした地方給水・衛生サービスの計画・実施・運営維持管理に関する技術移転、

といった 2 種類が含まれている。 

上記のア）については、プロジェクトの C/P である 3 人のコミュニティ給水局の職員が日本

人専門家と共に研修活動の実施に取り組んでいる。C/P は日々のプロジェクト活動に従事する

ことでマネジメント能力を強化する計画である。しかしながら、C/P は水・灌漑省の主要業務

に従事しながらプロジェクトにも配置されており、通常業務との兼務であることから、C/P の

プロジェクトへの参加は十分に得られておらず、中間レビュー時点までの彼らへの技術移転は

限定されたものであった。 

上記のイ）については、プロジェクトチームは技術移転の十分な成果が確実に発現するよう

に、以下のようなモニタリング及びフォローアップの活動を実施している。 

 プロジェクトチームは BWO、RWST、DWST に対して中間レビュー時点までに 3 回の研

修フェーズを実施しているが、それぞれの研修の結果は 1）研修の運営管理、2）研修参

加者の理解度、3）研修参加者の行動変容、4）組織の行動変容、といった項目から成る

モニタリング・評価活動によって確認されている。 
 上記 1）と 2）については、研修のそれぞれのセッションの研修参加者全員によって評価

されており、評価の結果は全てのセッションにおいて満足な評価を得ている（5 段階評価

で平均 4）。  
 上記 3）と 4）については、2 つの BWO と 4 つの RWST、およびプロジェクトの開始当

初に実施されたベースライン調査の結果から選択された 4 つのパイロット県を対象とし

て実施している。プロジェクトチームはそれぞれの対象を訪問し、研修実施後の行動変

容を確認するために研修参加者やその同僚・上司などにインタビューを実施している。

この活動を通して、それぞれのレベルでポジティブな効果が現われていることが確認さ

れているが、まだいくつかのケースに限られている。 
 上述のモニタリング活動とは別に、プロジェクトチームは研修参加者の研修後の様子を

各研修フェーズで出される課題をとおしてモニターしている。プロジェクトチームは課

題を通して研修期間以外の期間も研修参加者とのコミュニケーションを維持しており、

研修参加者が研修で得た知識を実際の業務に活かすよう促している。 
 

（2）関係者間のコミュニケーション 
日本人専門家は月報のほかに、各種報告書の提出時に関連事項について協議していることに
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加え、毎回専門家の赴任・離任時には報告を行うなど、JICA との頻繁なコミュニケーション

を保っている。また日本人専門家間は良いコミュニケーションを保っており、チームワークも

高く評価されている。 

日本人専門家と C/P の間では、プロジェクト活動において協働する際にはコミュニケーショ

ンに問題はない。しかし、C/P が水・灌漑省のその他の業務にあたるためにプロジェクトの活

動に急に参加できなくなることがあり、そのような場合には日本人専門家と適切なタイミング

で十分なコミュニケーションをとることが困難になっている。 

プロジェクトチームと研修参加者の間のコミュニケーションについては、研修に参加してい

る BWO、RWST、DWST とは研修の課題を通じて継続的にコミュニケーションをとっている。

一方、BWO、RWST、DWST の間については、現在までのところ連携の状況には改善の余地

が残されており、プロジェクトチームは各アクター間の連携を必要とするような課題を出すな

どして、各組織間のコミュニケーションの改善を促進している。 

（3）実施機関のオーナーシップ 
本プロジェクトは水・灌漑省で初めての日本の技術協力であり、効果の持続性を確保するた

めに省の強いオーナーシップやイニシアティブが求められている。水・灌漑省や C/P にはプロ

ジェクトの実施においてある程度のオーナーシップが見られるものの、水・灌漑省が配置する

C/P 人材の参加が不十分であることや、多くの職員がプロジェクトを本来業務ではなく追加業

務（extra work）として認識しているなど、改善の余地がある。 

一方、WSDP では給水衛生事業に従事する LGA や州行政府の職員の研修を計画し調整する

役割を水・灌漑省が果たすと規定しており、省においてその役割を果たすのが CWSD の TCB
ユニットであるとしている。しかし、現在までに TCB ユニットは人材が不足しており、職員

は与えられた役割を果たすために必要な能力の強化を目的としたプロジェクトの活動に十分

に参加できていないことから、TCB ユニットとしての役割をどのような体制で果たしていく

のかが十分に検討されていないと言える。 

（4）カウンターパートの参加 
現在プロジェクトには、事実上活動には参加していない管理・人事局から配置されている 1

名の C/P を除くと、3 人の C/P が配置されている。3 人のうち 2 人は給水衛生事業に従事する

政府組織の人材の能力強化を担当している、CWSD の TCB ユニットに所属しており、もう 1
名は CWSD の技術支援セクションに所属しており、いずれも適切な配置である。しかし、現

状では、日常業務の多忙を理由に 3 人のプロジェクトへの関与の度合いは不十分となっている。

C/P としても、より積極的に参加したいと望んでいることが確認された。これに対し、日本人

専門家と水・灌漑省側との調整により改善されてきており、今後、C/P がより積極的に活動に

参加することが期待できる。 

水資源局にもう 1 名の C/P のポストがあり、水資源に関する研修内容の開発などには重要な

役割を果たすべきであるが、2008 年 10 月に前任者が不幸にも亡くなって以降、このポストは

空席となっている。第 3 研修フェーズの実施時点でも空席は続いており、早急に配置されるこ

とが望まれている。 
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（5）その他 
プロジェクトチームは、現行の PDM1について、具体的な数値が定まっていない指標や適切

でない表現について更新し、必要な指標や活動を追加する目的で、PDM の改訂のための協議

をチーム内や関係者とともに進めており、本中間レビューの報告・協議を行った JCC におい

て PDM2への改訂についても協議されて合意に至っている。 

プロジェクトの研修で得た知識や技術は、各研修の直後に RWSSP の第 1 サイクルの実施に

おいて実務で活用されることで研修成果が目に見える形で現れることが期待されていた。しか

し、研修は計画通りに進められ RWSS 事業サイクルの「計画立案段階」までの内容が終了し

ているものの、RWSSP の第 1 サイクルの進捗が約 6～8 カ月程度遅れており、現在、ソフト系・

技術系コンサルタントの調達を進めている状況である。これに伴い、現在、プロジェクトで移

転された技術が速やかに実践できない状況にある。 
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第3章 評価５項目による評価結果 

3-1 妥当性 
（1）ニーズとの整合性 

WSDP において、RWSSP の施行を通して水・衛生セクターのパフォーマンスを改善するた

めには、地方給水事業の主要な実施者である LGA の職員の能力強化が根本的な課題である。

本プロジェクトでは研修体制のモデルを確立し RWST や BWO との連携を強化することに

よって RWSSP の実施における LGA の能力を強化することを目的としており、上述の課題に

対応している。 

また、WSDP では、地方給水衛生事業に従事する LGA や州行政府の職員への研修の計画・

調整は水・灌漑省の役割であると規定している。これに基づき、同省の CWSD は TCB ユニッ

トを設立した。2007 年から各 LGA や州行政府に対する WSDP の能力強化のための予算が配

布されているものの、同ユニットの職員の実施能力は不十分である。このような状況において、

RWSSP の実施に関する能力強化の調整役として、同時に水・灌漑省 CWSD の能力強化を行う

ことはニーズとの整合性が高い。 

（2）タンザニア政府の政策との整合性 
タンザニア政府は、給水整備を第 2 次貧困削減戦略（2005～2010 年）やミレニアム開発目

標（MDGs)における貧困対策の直接的戦略と位置付けている。これらの開発政策における指

標を達成するために 2002 年に改定された第 2 次国家水政策（NAWAPO2002）が現行の給水関

連の国家政策となっている。この政策に基づき、政府は 2007 年 2 月に水セクター開発プログ

ラム（WSDP: Water Sector Development Programme）を立ち上げた。このプログラムはセクター

ワイドアプローチ（SWAp: Sector Wide Approach）のコンセプトをベースにしており、都市・

地方給水施設の整備、9 つ全ての BWO の強化に水資源管理の改善を図ると共に、給水の運営

管理サービスの責任を県レベルに委譲することを含んでいる。本プロジェクトで実施している

BWO や県レベルに対する研修は同プログラムの実践を支えるものとなっている。 

（3）日本の援助政策との整合性 
外務省の対タンザニア国別援助計画（2008 年 6 月）では、重点分野の一つにインフラ開発

を挙げている。中でも地方給水・水資源管理においては、「WSDP に沿って、地方政府の給水

計画策定支援を行うと共に、水資源開発の難しい地域、安全な水へのアクセスが不十分な地域

において、同給水計画に基づいた給水関連インフラの整備を進める。また、地方人材の育成を

通じた給水計画の策定・実施管理能力の強化を図る。」と言及している。本プロジェクトは（2）
で言及したとおり、WSDP との整合性が高く、また、地方人材の育成を行うものであり、我が

国の援助政策との整合性も高いと言える。 

（4）他ドナーとの連携 
本プロジェクトチームは WSDP のセクター会合に参加している。セクターワイドアプロー

チを進めるにあたり、タンザニア政府とドナー等から成る開発パートナーは、合同水セク

ター・レビュー（JWSR）の会合において、水セクター作業部会（WSWG）と 4 つの課題別作
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業部会（TWG）、1）パフォーマンスとモニタリング、2）計画とファイナンス、3）制度開発

と能力強化、4）衛生）を設置することに合意した。JICA は 2）計画とファイナンス、3）制

度開発と能力強化の 2つの課題別作業部会に参加することを決め、本プロジェクトチームが 3）
制度開発と能力強化の作業部会に参加している。本プロジェクトチームは作業部会において、

プロジェクトの活動や研修の成果に関する報告や、給水衛生事業のプロジェクトサイクルや手

続きに関する提案、水セクター全体を対象とした能力強化ガイドラインの作成への技術支援を

行うなどの面で貢献している。WSDP の下、各ドナーとの連携は不可欠であり、本プロジェ

クトは必要な対応をとっていると判断できる。 

3-2 有効性 
（1）プロジェクト目標の達成予測 

以下の点から、プロジェクトの終了時までにプロジェクト目標を達成することが見込まれる。 

 DWST の研修参加者を対象としたモニタリング・評価では、各研修フェーズにおける理

解度は高いという結果が出ている。さらに、パイロット県ではいくつかの DWST ではプ

ロジェクト目標の指標で達成を目指しているような活動を既に開始していることが確認

されており、RWSSP 実施が進展するにつれて更に多くの県がそのような活動を実施に移

すことが予測できる。 
 プロジェクトチームは、プロジェクト目標が十分に達成されるために、研修参加者に対

して課題を通したフォローアップを行っており、コミュニケーションを継続することで、

研修で得た知識を実際の業務で活用したり、知識を同僚と共有したりすることを促進し

ている。 
 中間レビュー時点までに研修、モニタリング・評価、課題をとおしたフォローアップな

どのプロジェクト活動は全て計画通りに進捗していることから、プロジェクトの後半に

おいても同様に計画通りに実施されることが期待できる。 
 
一方、プロジェクト目標の達成を阻害する要因としては、以下が確認された。 

 いくつかの DWST、RWST ではプロジェクトが研修の実施に関連して課している課題に

対して十分に応じていないケースがある。この課題への対応の重要性はより多くの参加

者に理解されつつあるが、プロジェクト目標の達成を確実にするにはまだ改善の余地が

あると言える。 
 RWSSP の実施がさらに大幅に遅れる場合は、プロジェクト期間内にプロジェクト目標の

指標の達成を見ることが困難となる可能性がある。 
 研修制度が対象 LGA で活用され、将来的にその他の LGA に普及されるためには、他ド

ナーを含む関係者との調整が重要である。プロジェクトの推奨する研修制度に対して関

係者の支援が得られない場合は、RWSSP の実施において活用されることが望めない。 
 セクターを監督する水・灌漑省と州や LGA レベルの人事を監督する首相府地方自治省の

間の調整が十分ではないことによる手続き上の混乱が生じている。例えば研修を受けた

職員が直後に異動となるなどで移転した技術が有効に活用されないケースが生じるなど、

不都合が生じている。州や LGA レベルで給水衛生サービスを実施していくにあたり両省
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の連携が改善されることが必要である。 
 衛生改善活動を促進するためには、保健・社会福祉省や教育・職業訓練省との調整を改

善する必要がある。 
 

（2）プロジェクト目標と成果の因果関係 
成果の 2 から 5 については、プロジェクト目標達成に向けて中間レビュー時点までに期待さ

れた成果を上げつつある。成果のそれぞれの達成状況を分析すると、1-1、1-2、2-1、2-2、3-1、
5-2 といった既に実施済みの活動の達成を直接的に示している基本的な指標については達成が

確認されている。指標の 2-3、3-2、4-1、4-2、5-1 については、今後、第 3 年次及び第 4 年次

において PO に沿った研修やフォローアップ活動を継続し、その結果を RWSSP の実施に適用

させていくことで達成されることが期待できる。RWSSP の進展の遅れにより研修の成果を実

際の活動に適用させる機会は今まで少なかったものの、プロジェクト活動は確実に計画通り行

われている。一方、既存のクイック・ウィンやドナー・NGO の支援による個別プロジェクト

があり、いくつかの DWST や RWST ではそれらのプロジェクトの実施において研修で得た知

識を活用していることが確認されている。一方、指標の 1 を達成するためには、C/P の参加の

確保に向けた CWSD のイニシアティブが不可欠である。しかし、今までは日本人専門家が C/P
の研修活動への限られた参加を補う形で活動が進められている。 

アウトプットからプロジェクト目標に至るまでの外部条件「研修を受けた人材が異動しな

い」については、今までに研修に参加した州行政府や LGA の職員 134 名中、19 人が異動して

いる。地方行政の職員は首相府地方自治省の管轄下にあり、異動の発生を避けることは困難で

ある。プロジェクトチームはこのような状況に鑑み、研修で得た知識についてそれぞれのチー

ム内で議論し共有することを課題の一つにしたり、研修のテーマに関連する担当業務を持つほ

かの職員も研修に招いたりするなど、複数名の職員が知識を共有することを促進している。 

3-3 効率性 
（1）成果の達成度と活動との因果関係 

中間レビューまでのプロジェクト活動は全て計画通りに実施されており、その結果として、

成果 2 から 5 については適度に成果が上がっていると判断できる。成果 1 については、活動自

体は計画通りであったものの、C/P のプロジェクト活動への参加が当初の期待より少なかった

ことから達成度は十分であったとは言い難い。 

成果の達成を阻害する要因として、以下の点が挙げられた。 

 C/P のプロジェクト活動への参加が不十分である。 
 RWSSPの進捗の遅れにより研修参加者が研修で得た知識を実務に活用する機会が不十分

である。 
 RWST、BWO、DWST のそれぞれの役割や連携の重要性について理解と認識が不十分で

ある。 
 
活動から成果に至るまでの外部条件「本プロジェクトに対する水・灌漑省、対象州、県の予

算が確保される」については、プロジェクトの第 1 年次はタンザニアの会計年度の途中からの
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開始であったことから水・灌漑省からのプロジェクト経費の支出がされなかったものの、第 2
年次からは支出されている。また、2007 年以降 WSDP の予算から、それぞれの LGA や州行

政府に能力強化のための予算が配布されており、2009 年 2 月にはそれぞれの行政府の職員が

その予算を使用してプロジェクトが実施した「能力強化セミナー」参加するなど、自己負担の

意識が見られる。 

（2）投入のタイミング・質・量 
C/P の参加が不十分でない問題以外では、全ての投入が十分に活用されており、投入のタイ

ミング・質・量は適切であった。 

C/P の参加に関する問題について、日本人専門家は特に C/P がその他の業務を実施するため

に、突如プロジェクト活動から離れてしまうことを問題であると感じている。これは、C/P が

プロジェクトの活動を追加業務と認識しており、水・灌漑省の日常業務を優先しているためで

ある。C/P は時間外も業務に従事するなどして両方の責務を果たす努力をしている事実はある

が、プロジェクトにとっては計画された人材が適切な量が適切なタイミングで供給されること

を阻害している。また、水資源局の C/P が空席になっていることも適切なタイミングでの技術

移転を困難にしている。 

このような状況を緩和するために、日本人専門家はプロジェクト開始以来、C/P や CWSD
の局長との交渉を行っている。例えば、水・灌漑省の職員のパフォーマンス評価においてプロ

ジェクトの活動も評価対象とするように局長に働きかけている。しかし、状況が十分に改善し

たとは言い難い。 

3-4 インパクト 
（1）上位目標の達成予測 

上位目標の達成予測については時期尚早であるが、対象の 22 県がプロジェクト活動を通し

て得た能力を RWSSP の実務において活用することが期待できる。外部条件である RWSSP の

進捗には半年以上の遅れが生じているが、RWSSP の一つのサイクルには 3～5 年かかるとされ

ており、第 1 サイクルは「プロモーション段階」の終盤を迎えている。今後さらなる深刻な遅

れが生じなければ、上位目標の達成には大きな影響はないと考えられる。 

（2）スーパーゴール 
プロジェクトのスーパーゴールとして、「プロジェクトで構築された研修体制を WSDP の下

で全国に普及させることを通じて、タンザニア本土（ザンジバルを除く大陸部）の村落給水・

衛生サービスが向上する」ことが期待されている。プロジェクトによる研修制度のモデルが

WSDP の PIM に盛り込まれれば、研修制度は全国の地方給水衛生サービスの実施に活用され

ることとなり、特に地方給水衛生事業の計画の段階において水資源管理の視点や州・県・流域

の各アクターの連携が強化される点から村落給水・衛生分野の変革に貢献できると言える。 

水・灌漑省が合同セクター・レビューに提出した「2007/2008 年水分野パフォーマンス報告

書」には地方給水に関する達成状況の項目において、「水・灌漑省は JICA の技術協力の下

RUWASA-CAD プロジェクトを実施している。本年中はプロジェクトによって既存のマニュア

ルやガイドラインのレビュー・検討が行われた。結果として RWSSP のプロジェクトのサイク
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ル、各アクターの役割や責任、DWST や RWST への研修モジュールの見直しが行われた。こ

のプロジェクトサイクルとモジュールを活用し、DWST、RWST、BWO の職員への一連の研

修コースが実施された。改定されたサイクルやモジュールは一般的な適用に向けて対話メカニ

ズムを通過するであろう。」と言及している。 

一方、「能力開発の枠組み実施促進のためのガイドライン」が ID&CB TWG によって作成さ

れ、2008 年 9 月に配布された。このガイドラインではプロジェクトチームが提案したプロジェ

クトサイクルはまだ反映されていない。プロジェクトのアプローチへの認識を向上させていく

ための関係者との緊密な対話が求められる。 

（3）波及効果 
中間レビューまでの波及効果として、以下が確認できた。 

 対象 BWO が研修で習得した知識を流域内のプロジェクト対象地域以外や都市給水、灌漑

の分野で活用し始めていることが確認された。 
 CWSD のコアメンバー（プロジェクトの C/P）は全国の DWST、RWST、BWO 及び CWSD

の職員を対象とした、プロジェクトによる研修コースに類似した研修コースの作成に取

り組んでいる。この研修コースの準備はプロジェクトの C/P の一人が担当しており、プ

ロジェクトチームによって作成された研修プログラムを活用している。この研修の予算

は WSDP の資金を活用することが検討されており、数か月以内には準備を開始する計画

である。 

3-5 自立発展性 
（1）政策・制度面 

既述の「水分野パフォーマンス報告書」でもプロジェクトの成果について言及され、今後の

一般的な活用について触れられるなど、プロジェクトの実施を通して水・灌漑省やその他の関

係者の間でプロジェクトに対する認識が高まっている。タンザニアの水セクターにおける

WSDP の枠組みの下で、プロジェクトの研修制度のモデルが継続的に政府の支援を受け他地域

に普及されるためには、PIM に統合されていく必要があり、プロジェクトチームはそのための

調整を続ける意向である。 

（2）組織・財政面 
CWSD は、プロジェクトが推奨する研修制度のモデルを実施・管理していくための組織的

能力が不十分である。根本的な理由として、1）人材の不足、2）全国レベルでの WSDP 実施

において役割を果たすべき TCB ユニットの再編に関する議論がなされていないこと、などが

挙げられる。また、C/P はプロジェクトの実施に貢献するように尽力しており、日本人専門家

から必要なノウハウを学んでいるものの、水・灌漑省がプロジェクトを追加業務と判断し他の

業務が優先されることを考慮すると、プロジェクトに対するオーナーシップはまだ十分ではな

いと言える。 

一方、州レベルでは州行政府に水理地質技師が配置されていないという現状がある。「州行

政府の機能と組織構成（2007 年 8 月）」では各州に水源管理技術者 2 名と水理地質技師 1 名が

配置されると定められているが、現在は州行政府には水アドバイザーが 1 名配置されているの
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みである。 

財政面については、現在、能力強化に特化した WSDP の予算が各 LGA や州行政府に配布さ

れている状況である。更に、水・灌漑省や BWO に対しては、WSDP から供給される能力強化

のための予算が別途配賦されている。これらの予算はコミュニティに対する活動、関連機材や

サービスの購入、それぞれの組織の職員の研修などいかなる能力強化関連の活動にも利用でき

る。これまで、これらの予算の活用方法は各組織で異なるが、この予算が、DWST、RWST、
BWOがプロジェクトの研修制度のモデルに沿った研修へ参加する費用や、水・灌漑省がDWST、
RWST、BWO へ研修を開催するための費用として利用されていくことが期待される。 

（3）技術面 
各研修フェーズで実施されるアンケートの結果から、研修参加者は講師、教材、理解度、活

用度などの異なる視点において研修は満足であったと判断できる。RWSSP の進捗が遅れてい

ることから研修の成果を実務に活用する機会は今のところ少ないものの、RWST、DWST、BWO
へのインタビューでは研修の内容は受け入れられており、満足であると評価されていることが

確認できた。 

3-6 結論 
プロジェクトチームの尽力により、プロジェクト活動は計画通りに実施されており、研修は DWST、

RWST、BWO の各参加者に受け入れられ、高く評価されている。その結果として、1) 県レベルでは

研修で学んだ知識や技術を実務で活用、2) 州レベルでは DWST の給水事業の監督を開始、3) BWO
では水理地質予察図の情報を更新するなど、DWST、RWST、BWO のそれぞれのレベルで地方給水

衛生事業の実施における改善が徐々に確認されている。よって、成果が少しずつ発現されていると言

える。さらに、プロジェクトチームは研修制度のモデルの構築を進めており、終了時までに WSDP
のプロジェクトサイクルや手続きとして受け入れられることで、将来的には全国で活用されることが

期待されている。一方、プロジェクト目標を最大限に達成するためには、C/P のプロジェクト活動へ

の参加が不十分であることや、与えられた課題に十分に取り組んでいない研修参加者がいること、

水・灌漑省と PMO-RALG の連携が十分ではないケースがあるなど、考慮すべき点も存在する。この

ような課題については引き続きフォローしつつ、第 3 年次、第 4 年次研修において引き続き計画され

た活動を実施していくことにより、プロジェクト目標の達成が十分見込まれる。 
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第4章 提言 

中間レビューを通じて得られた情報から、本プロジェクトの後半を実施するにあたり、以下の 2
点について提言する。 

（1）C/P と専門家チームのより密な連携 
村落給水・衛生に関する C/P の知見と経験はプロジェクト活動の計画・実施において利用価

値が高く、C/P と専門家チームがより連携を密にしていくことが望ましい。研修計画の立案や

ファシリテーションといった様々なプロジェクト活動や、パイロット県における DWST の研

修効果のモニタリングに C/P を巻き込む事を検討すべきである。これらのプロセスに C/P と専

門家チームが一緒に取り組み、技術移転を行うことにより、RWSSP を全国で実施するために

必要な C/P の能力開発がより進むと考えられる。 

（2）各機関の連携の強化 
RWSSP の実施には、水灌漑省、流域管理事務所、州局、LGA、水サービス事業者/コミュニ

ティ給水組合といった様々な機関が関与している。これら各機関の連携は RWSSP の成功に非

常に重要な役割を果たす。研修計画においても各機関の人材が村落給水・衛生に関するアイ

ディアや情報を共有する場をより多く設けるべきで、プロジェクトにおいても RWSSP 実施の

各機関が連携を深めるよう誘導することが望ましい。 



添付資料1: プロジェクトデザインマトリックス (PDM 1) 

プロジェクト名：村落給水・衛生事業実施・運営維持管理能力強化計画 
実施期間：  2007年9月 2010年7月 
対象地域：  ダルエスサラーム州、コースト州、リンディ州、ムトワラ州の全22県 
実施機関：  水省 
ﾀｰｹﾞｯﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ： 水省コミュニティ給水局及び水資源局、ワミ・ルブ流域管理事務所、ルブマ・サザンコースト流域管理事務所の職員、 

4州行政事務所及び22地方自治体において村落給水・衛生事業に携わる職員 
Version: PDM 1      作成日: 2008年2月22日 

プロジェクトの要約 指標 入手手段 外部条件 

【スーパーゴール】 
1. プロジェクトで構築された研修体制をWSDPの下で

全国に普及させることを通じて、タンザニア本土

（ザンジバルを除く大陸部）の村落給水・衛生サー

ビスが向上する。 

2025年までに、 
1. 改善された水源を利用できる人口がタンザニア本土の村落部で 53％(2003)から

90％に増加する。  
2. 給水施設の稼働率が X%から Y%に向上する。 
3. 改善された衛生施設（トイレ）を利用する人々が X%から Y%に増加する。 

1. 水セクターレビューに提出されるセ

クター業績報告書 
2. セクター業績報告書 
3. セクター業績報告書 
 

 

【上位目標】 
1. 対象県の村落給水・衛生サービスが向上する。 
 

2015年までに、 
1. 改善された水源を利用できる人口が対象県の村落部で X%から Y%に増加する。 
2. 対象県の給水施設の稼働率が X%から Y%に向上する。 
3. 法的に登録された水利用者組織（WUE）により運営・管理される給水施設の数が

各対象県で現状値より増加する。 
4. 改善された衛生施設（トイレ）を利用する人々が X%から Y%に増加する。 

1. セクター業績報告書 
2. セクター業績報告書 
3. 県によるモニタリング報告書 
4. セクター業績報告書 

プロジェクトで実践した体制

が、WSDPの中で制度化され

る。 

【プロジェクト目標】 
1. 対象県による村落給水・衛生サービスの供給に係

る能力が強化される。 
 
 

1. 全対象県の DWST が、事業形成段階において、基礎調査（scoping survey）候補村

落の選定手続きに Demand-Responsive Approach (DRA)を採用する。 
2. 全対象県の DWST が TSP 及び FSP から提出された進捗報告書、その他の成果品に

対して、双方で合意された期間内に精査しコメントを返す。 
3. 全対象県の DWST が県の給水・衛生状況及び既存給水施設の維持管理状況に係る

情報を毎年更新する。 
4. 家庭及び学校を対象とする衛生普及に係る戦略と活動計画が全県の DWSP と年間

計画に示される。 

1. 県による村落からの要請書の審査記

録 
2. サービスプロバイダーから提出され

た報告書に対する県の審査・コメン

ト記録 
3. 県によるモニタリング報告書 
4. DWSP及び年間投資計画 

NRWSSP が計画通りに進行す

る。 

【成果】 
1. 水省による村落給水・衛生に関するキャパシティ

ディヴェロップメント計画の管理能力が強化され

る。 

1-1. 地方給水・衛生事業の実施に係る県、州、流域の各レベルの人材育成戦略が、

プロジェクト開始後6ヶ月以内にPMO-RALG他関係者との調整の下で策定され

る。 
1-2. TCB ユニットの年間活動計画が毎年策定される。 

1-1 プロジェクト進捗報告書 
1-2 プロジェクト進捗報告書 
 

研修を受けた人材が異動しな

い。 

2. 村落給水・衛生事業の実施について、県給水・衛生

班（DWST）の能力向上のための研修体制のモデル

が構築される。 
 

2-1. プロジェクト開始後 9 ヶ月以内に研修計画が策定される。 
2-2. 研修対象者の研修に対する満足度、技術・知識の修得状況、行動変容及び研修

のインパクトを記録・分析するためのモニタリング計画がプロジェクト開始後 9
ヶ月以内に策定される。 

2-3. 既存の研修モジュールガイドとマニュアル類がプロジェクトを通して改訂さ

れ、2010 年 7 月までに研修パッケージとして完成される。 

2-1. プロジェクト進捗報告書 
2-2. プロジェクト進捗報告書 
2-3. 作成された研修モジュールガイド

及びマニュアル類 
 

 

3. 県による村落給水・衛生事業の実施を支援するため

に必要な流域管理事務所（BWO）の能力が強化さ

れる。 
 

3-1. 第 2 研修フェーズまでに水理地質予察図が流域管理事務所から全対象県に配布

される。 
3-2. 更新された水理地質データが流域管理事務所から全対象県に毎年配布される。 

3-1. プロジェクト進捗報告書 
3-2. プロジェクト進捗報告書 
 

 

4. 県による村落給水・衛生事業の実施を支援するため

に必要な州給水・衛生班（RWST）の能力が強化さ

れる。 
 

4-1. 2010 年 7 月までに全対象州で RWSP が策定される。 
4-2. DWST から四半期モニタリング報告書を受領後、1 ヶ月以内に全対象州の RWST

が内容を確認し、県へのフィードバックを行う。 

4-1. 作成されたRWSP 
4-2. 県から提出されたモニタリング報

告書に対するRWSTの審査・コメン

ト記録 

 

5. 本プロジェクトを通して見直された地方給水・衛生

事業の実施プロセス及び手続きが対象県での

RWSSP 実施に適用される。 

5-1. 全対象県において、村落から要請されたサブプロジェクトが RWST 及び BWO
の指導・承認に基づき計画・設計される。 

5-2. 地方給水・衛生事業のプロジェクトサイクルと手続きに関し、必要な改訂につ

いての提案が準備される。 

5-1. 要請されたサブプロジェクトの基

本設計及び詳細設計の審査記録 
 

【活動】 
1-1 対象地域の州・県職員の能力及び研修ニーズを評価する。 
1-2 州・県職員に対する人材育成の実施状況を検証する。 
1-3 研修リソースに関する情報収集を行う。 
1-4 対象地域の人材育成計画案をWSDP/NRWSSP実施体制に沿って策定する。 
1-5 上記1 4で作成した人材育成計画に基づき、年間活動計画案を作成する。 
1-6 州・県職員のための既存の地方給水・衛生事業実施マニュアル、ガイドラインを整理し、改良する。 
1-7 対象県により実施される地方給水・衛生事業の進捗状況をモニタリングする。 
1-8 上記1 6、1 ７の結果に基づき、年間活動計画を見直す。 
1-9 本プロジェクトにより改訂された研修モジュール及び教材を、制度開発／キャパシティビルディング作業部会及び他の機会を通じてステ

ークホルダーに紹介する。 
1-10 WSDP事業実施マニュアル（PIM）及び関連ガイドラインを本プロジェクトで活用する中で得た教訓を、水省による同マニュアル、ガイド

ラインの改訂・改良作業に反映させるべく提言を行う。 
 
2-1 対象県のDWSTを対象とした地方給水・衛生事業の実施及び運営維持管理と衛生普及に関するコミュニティ支援についての既存の研修計

画を改良する。 
2-2 上記2 1の研修計画に基づき、研修カリキュラムと教材を作成する。 
2-3 上記2 1、2 2に基づき、DWSTの研修を実施する。 
2-4 モニタリング対象県への訪問を通じて、地方給水・衛生事業の実施管理に係るDWSTの業務改善について指導を行う。 
2-5 研修計画の改善のため、研修対象者の技術・知識の修得状況ならびに行動変容、研修計画のインパクトをモニタリング・評価する。 
 
3-1 流域管理事務所による有効活用のため、既存の水資源データをレビューし、整理する。 
3-2 流域管理事務所に対して、水資源データの解析・加工について指導する。 
3-3 県の地方給水・衛生事業実施に対する流域管理事務所の支援サービス改善のため、流域管理事務所を対象とした研修計画を策定する。 
3-4 上記 3 3 に基づき流域管理事務所の研修を実施する。 
3-5 流域管理事務所による対象県での地方給水事業支援状況をモニタリングする。 
 
4-1 RWST による対象県での地方給水事業実施支援及びモニタリング実施状況を確認する。 
4-2 州行政事務所、水省、首相府地方自治省、流域管理事務所および対象の県の間の情報伝達の仕組みを調査する。 
4-3 上記 4 1、4 2 の調査結果に基づき、RWST を対象とした研修計画を策定する。 
4-4 上記 4 3 の研修計画に基づき、RWST の研修を実施する。 
4-5 RWST による対象県での地方給水事業支援状況をモニタリングする。 
 
5-1 既存の地方給水・衛生事業のプロジェクトサイクルと手続きを見直し、必要な改訂についての提案を準備する。 
5-2 プロジェクトサイクル及び手続きの改訂事項が対象県での RWSSP 実施に適用されるよう、水省コミュニティ給水局、州行政事務所、流域

管理事務所、県の間の合意形成を促進する。 
5-3 プロジェクトの進捗状況を、WSDP 組織開発・組織強化作業部会にて定期的に報告する。 

【投入】 
1. 日本側 
1) 専門家 
ﾁｰﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ／地方給水計画管理 
水資源管理／給水計画 
地方給水施設計画／運営維持管理 
住民参加／衛生普及 

2) 資機材 
活動に必要となる資機材 
事務機器 

3) 本邦研修、第三国研修 
 
2. ﾀﾝｻﾞﾆｱ側 
1) ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄの配置  

水省、流域管理事務所、州事務所

2) 事務所 
事務所（水省内） 
研修場所 

3) 運営予算 

本プロジェクトに対する水

省、対象州、県の予算が確保

される。 
 
 
 
 
 
 
 
----------------------------- 
【前提条件】 
 
 TCB ユニットが水省地方

給水局に設立される。 
 
 WSDP が予定通り 2007 年

3 月に開始される。 
 
 地方給水セクターの地方

分権化が進行する。 
 

[略語] 
RWSS: 地方給水・衛生,  WSDP: 水セクタ 開発計画,  CWSD: コミュニティ給水局,  MoW: 水省,  DWST: 県給水・衛生班,  BWO: 流域管理事務所,   RWST: 州給水・衛生班,  WUE: 水
利用者組織,  DWSP: 県給水・衛生計画,  PMO-RALG: 首相府地方自治省,  TCB Unit: 研修・能力開発ユニット,  RWSP: 州給水・衛生計画 



添付資料 2: プロジェクトデザインマトリックス (PDM 2) 

プロジェクト名：村落給水・衛生事業実施・運営維持管理能力強化計画 
実施期間： 2007 年 9 月 2010 年 7 月 
対象地域： ダルエスサラーム州、コースト州、リンディ州、ムトワラ州の全 22 県 
実施機関： 水・灌漑省 
ﾀｰｹﾞｯﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ：水・灌漑省コミュニティ給水局及び水資源局、ワミ・ルブ流域管理事務所、ルブマ・サザンコースト流域管理事務所の職員、 

4 州行政事務所及び 22 地方自治体において村落給水・衛生事業に携わる職員 
Version: PDM 2    作成日: 2009 年 3 月 2 日 

プロジェクトの要約 指標 入手手段 外部条件 

【スーパーゴール】 
1. プロジェクトで実践された研

修体制が水セクター開発プロ
グラム（WSDP）の中で制度化
され、実施されることによっ

て、タンザニア本土（ザンジバ
ルを除く大陸部）の村落給水・
衛生サービスが向上する。 

2025 年までに、 
1. 改善された水源を利用できる人口がタンザニア本土の村落部で 53％(2003)から 90％に増加する。 
2. タンザニア本土村落部において、年間計 6 ヶ月以上稼動している給水ポイントの割合が 82% 

(Dec07)から 100%に向上する。 
3. 改善された衛生施設（トイレ）を利用する人々が 55% (Dec. 07)から Y%に増加する。 

1. 水セクターレビューに提出さ
れるセクター業績報告書 

2. セクター業績報告書 
3. セクター業績報告書 

 

【上位目標】 
1. 対象県の村落給水・衛生サービ

スが向上する。 
 

2015 年までに、 
1. 改善された水源を利用できる人口が対象県の村落部で 57.8%（Dec07）から 75.6%に増加する。 
2. 対象県において、年間計 6 ヶ月以上稼動している給水ポイントの割合が 73.5% (Dec07)から 100%

に向上する。 
3. 法的に登録された水利用者組織（WUE）の数が各対象県で現状値より増加する。 
4. 対象県において、改善された衛生施設（トイレ）を利用する人々が X%から Y%に増加する。 

1. セクター業績報告書 
2. セクター業績報告書 
3. 県によるモニタリング報告書 
4. セクター業績報告書 
 

プロジェクトで実践した体
制が、WSDP の中で制度化

される。 
 

【プロジェクト目標】 
1. 対象県の新規村落給水事業実

施・村落給水施設の運営維持管
理体制が強化される。 

 

RWSSP 実施において、下記の行動を実践する DWST が、2010 年 7 月までに対象県の 80% (18 県) に
達する。 
1. 事業形成段階において、基礎調査（scoping survey）候補村落の選定手続きに Demand-Responsive 

Approach を採用する。 
2. TSP 及び FSP から提出された進捗報告書、その他の成果品に対して、双方で合意された期間内に

精査しコメントを返す。 
3. 県の給水・衛生状況及び既存給水施設の維持管理状況に係る情報を毎年更新する。 
4. 家庭及び学校を対象とする村落給水・衛生普及に係る戦略と活動計画が DWSP と年間計画に示さ

れる。 

1. 県による村落からの要請書の
審査記録  

2. サービスプロバイダーから提
出された報告書に対する県の
審査・コメント記録 

3. 県によるモニタリング報告書
4. DWSP及び年間投資計画 

RWSSP が計画通りに進行
する。 

【成果】 
1. 水・灌漑省コミュニティ給水局

による村落給水・衛生に関する
キャパシティディヴェロップ

メント計画の管理能力が強化
される。 

1-1. 地方給水・衛生事業の実施に係る県、州、流域の各レベルの人材育成戦略が、プロジェクト開始

後 6 ヶ月以内に PMO-RALG 他関係者との調整の下で策定される。 
1-2. TCB ユニットの年間活動計画が毎年策定される。 
1-3. 年間活動計画に添付された行動計画に基づき、カウンターパートにより活動が実施される。 

1-1. プロジェクト進捗報告書 
1-2. プロジェクト進捗報告書 
1-3. 行動計画に示された活動の

成果品、プロジェクト進捗

報告書 

 研修を受けた人材が異

動しない。 
 RWSSPが計画通りに進

行する。 

2. 村落給水・衛生事業の実施につ

いて、県給水・衛生班（DWST）
の能力向上のための研修体制
のモデルが構築される。 

 

2-1. プロジェクト開始後 9 ヶ月以内に研修計画が策定される。 
2-2.  研修対象者の研修に対する満足度、技術・知識の修得状況、行動変容及び研修のインパクトを

記録・分析するためのモニタリング計画がプロジェクト開始後 9 ヶ月以内に策定される。 
2-3.  研修モジュールガイドの改訂とその内容に沿った新しい教材類の準備が行われ、2010 年 7 月ま

でに研修パッケージとして完成される。 

2-1. プロジェクト進捗報告書 
2-2.  プロジェクト進捗報告書 
2-3. 作成された研修モジュール

ガイド及び教材類 
 

 

3. 村落給水・衛生事業の実施につ
いて、流域管理事務所（BWO）

が県を支援する能力が強化さ
れる。 

 

3-1. 第 2 研修フェーズまでに水理地質予察図が流域管理事務所から全対象県に配布される。 
3-2. 更新された水理地質データが流域管理事務所から全対象県に毎年配布される。 

3-1. プロジェクト進捗報告書 
3-2. プロジェクト進捗報告書 
 

 

4. 村落給水・衛生事業の実施につ
いて、州給水・衛生班（RWST）
が県を支援する能力が強化さ
れる。 

4-1.  2010年7月までに全対象州でRWSPが策定される。 
4-2.  DWSTから四半期モニタリング報告書を受領後、1ヶ月以内に全対象州のRWSTが内容を確認し、

県へのフィードバックを行う。 

4-1. 作成されたRWSP 
4-2. 県から提出されたモニタリ

ング報告書に対する RWST
の審査・コメント記録 

 

5. プロジェクトを通して見直さ
れ た 地 方 給 水 ・ 衛 生 事 業

（RWSS）の実施サイクル及び
手続きが、対象県での地方給
水 ・ 衛 生 サ ブ プ ロ グ ラ ム

(RWSSP)の実施に適用される。 

5-1.  全対象県において、村落から要請されたサブプロジェクトがRWST及びBWOの指導・承認に基
づき計画・設計される。 

5-2.  地方給水・衛生事業のプロジェクトサイクルと手続きに関し、必要な改訂についての提案が準
備される。 

5-1. 要請されたサブプロジェク
トの基本設計及び詳細設計

の審査記録 
5-2. プロジェクトチームから

水・灌漑省に提出された提

案書 

 

【活動】 
1-1 対象地域の州・県職員の能力及び研修ニーズを評価する。 
1-2 州・県職員に対する人材育成の実施状況を検証する。 
1-3 研修リソースに関する情報収集を行う。 
1-4 対象地域の人材育成計画案をWSDP/RWSSP実施体制に沿って策定する。 
1-5 上記 1 4 で作成した人材育成計画に基づき、年間活動計画案を作成する。 
1-6 州・県職員のための既存の地方給水・衛生事業実施マニュアル、ガイドラインを整理し、改良する。 
1-7 研修コンサルタントの委託契約管理を含む研修コースの実施監理を行う。 
1-8 対象県により実施される地方給水・衛生事業の進捗状況をモニタリングする。 
1-9 上記 1 6、1 7、1-8 の結果に基づき、年間活動計画を見直す。 
1-10 本プロジェクトにより改訂された研修モジュール及び教材を、制度開発／キャパシティビルディング作業部会及び他の機会を通じて

ステークホルダーに紹介する。 
1-11 WSDP 事業実施マニュアル（PIM）及び関連ガイドラインを本プロジェクトで活用する中で得た教訓を、水・灌漑省による同マニュア

ル、ガイドラインの改訂・改良作業に反映させるべく提言を行う。 
2-1 対象県の DWST を対象とした地方給水・衛生事業の実施及び運営維持管理と衛生普及に関するコミュニティ支援についての既存の研

修計画を改良する。 
2-2 上記 2 1 の研修計画に基づき、研修カリキュラムと教材を作成する。 
2-3 上記 2 1、2 2 に基づき、DWST の研修を実施する。 
2-4 モニタリング対象県への訪問を通じて、地方給水・衛生事業の実施管理に係る DWST の業務改善について指導を行う。 
2-5 研修計画の改善のため、研修対象者の技術・知識の修得状況ならびに行動変容、研修計画のインパクトをモニタリング・評価する。 
3-1 流域管理事務所による有効活用のため、既存の水資源データをレビューし、整理する。 
3-2 流域管理事務所に対して、水資源データの解析・加工について指導する。 
3-3 県の地方給水・衛生事業実施に対する流域管理事務所の支援サービス改善のため、流域管理事務所を対象とした研修計画を策定する。

3-4 上記 3 3 に基づき流域管理事務所の研修を実施する。 
3-5 流域管理事務所による対象県での地方給水事業支援状況をモニタリングする。 
4-1 RWST による対象県での地方給水事業実施支援及びモニタリング実施状況を確認する。 
4-2 州行政事務所、水・灌漑省、首相府地方自治省、流域管理事務所および対象の県の間の情報伝達の仕組みを調査する。 
4-3 上記 4 1、4 2 の調査結果に基づき、RWST を対象とした研修計画を策定する。 
4-4 上記 4 3 の研修計画に基づき、RWST の研修を実施する。 
4-5 RWST による対象県での地方給水事業支援状況をモニタリングする。 
5-1 既存の地方給水・衛生事業のプロジェクトサイクルと手続きを見直し、必要な改訂についての提案を準備する。 
5-2 プロジェクトサイクル及び手続きの改訂事項が対象県での WSDP 実施に適用されるよう、水・灌漑省コミュニティ給水局、州行政事務

所、流域管理事務所、県の間の合意形成を促進する。 
5-3 プロジェクトの進捗状況を、WSDP 組織開発・組織強化作業部会にて定期的に報告する。 

【投入】 
1. 日本側 
1) 専門家 
ﾁｰﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ／地方給水計画
管理 

水資源管理／給水計画 
地方給水施設計画／運営維持
管理 

住民参加／衛生普及 
2) 資機材 
活動に必要となる資機材 
事務機器 

3) 本邦研修、第三国研修 
 
2. ﾀﾝｻﾞﾆｱ側 
1) ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄの配置 

水・灌漑省、流域管理事務

所、州事務所 
2) 事務所 

事務所（水・灌漑省内） 
研修場所 

3) 運営予算 

本プロジェクトに対する
水・灌漑省、対象州、県の

予算が確保される。 
 
 
 
 
 
 
 
----------------------------- 
【前提条件】 
 
 TCB ユニットが水・灌

漑省地方給水局に設立
される。 

 
 WSDP が予定通り 2007

年 3 月に開始される。 
 
 地方給水セクターの地

方分権化が進行する。 
 

 
[略語] 
WSDP: 水セクタ 開発プログラム,  RWSS: 地方給水・衛生,  RWSSP:地方給水・衛生サブプログラム，MoWI: 水・灌漑省，CWSD: コミュニティ給水局,  TCB Unit: 研修・能力開発ユニット,  BWO: 
流域管理事務所,  RWST: 州給水・衛生班,  RWSP: 州給水・衛生計画,  DWST: 県給水・衛生班,  DWSP: 県給水・衛生計画,  WUE: 水利用者組織,  PMO-RALG: 首相府地方自治省 
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改

善
の

た
め

、
流

域
管

理
事

務
所

を
対

象
と

し
た

研
修

計
画

を
策

定
す

る
。

研
修

計
画

の
改

善
の

た
め

、
研

修
対

象
者

の
技

術
・
知

識
の

修
得

状
況

な
ら

び
に

行
動

変
容

、
研

修
計

画
の

イ
ン

パ
ク

ト
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
す

る
。

3-
2-

1 
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
、

G
IS

の
基

礎
技

術
に

つ
い

て
の

研
修

を

実
施

す
る

。

3-
2-

2 
水

理
地

質
予

察
図

作
成

に
つ

い
て

の
研

修
を

実
施

す
る

。

流
域

管
理

事
務

所
に

対
し

て
、

水
資

源
デ

ー
タ

の
解

析
・
加

工
に

つ
い

て
指

導
す

る
。

3-
2

3-
5

3-
3

3-
4-

1 対
象

流
域

管
理

事
務

所
に

対
し

て
、

水
資

源
デ

ー
タ

を
定

期
的

に
更

新
す

る
よ

う
指

導
す

る
。

2-
3-

3 
対

象
県

の
D

W
E、

D
H

O
、

D
C

D
O

、
D

EO
、

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

に
対

し
て

、
施

設
建

設
管

理
に

つ
い

て
の

研
修

を
実

施
す

る
。

2-
3-

1 
対

象
県

の
D

W
E、

D
PL

O
、

D
H

O
、

D
C

D
O

に
対

し
て

、
給

水
計

画
策

定
に

つ
い

て
の

研
修

を
実

施
す

る
。

2-
2-

1 
既

存
の

研
修

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

改
訂

す
る

。

2-
2-

2 
各

研
修

フ
ェ

ー
ズ

の
研

修
教

材
を

作
成

す
る

。

2-
1-

2 
 改

良
し

た
研

修
計

画
を

更
新

す
る

。

2



PD
M

の
活

動
活

動
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
8月

9月
10

月
11

月
12

月
1月

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月

1
年

次

20
07

年

2n
d 

Y
ea

r
20

08
年

3r
d 

Y
ea

r
20

09
年

20
10

年

4 
th

e 
Y

ea
r

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

5-
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
状

況
を

、
W

SD
P組

織
開

発
・
組

織
強

化
作

業
部

会
に

て
定

期
的

に
報

告
す

る
。

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

注
)

: 特
定

の
時

期
に

実
施

す
べ

き
活

動

: 全
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
を

通
じ

て
実

施
す

べ
き

活
動

: 状
況

に
応

じ
て

必
要

な
時

期
に

実
施

す
べ

き
活

動

: 実
際

に
活

動
を

実
施

し
た

時
期

5-
2

州
行

政
事

務
所

、
水

省
、

首
相

府
地

方
自

治
省

、
流

域
管

理
事

務
所

お
よ

び
対

象
の

県
の

間
の

情
報

伝
達

の
仕

組
み

を
調

査
す

る
。

4-
2

5-
1-

1 
 既

存
の

地
方

給
水

・
衛

生
事

業
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

サ
イ

ク
ル

と
手

続
き

を
調

査
す

る
。

5-
1-

2 
 提

案
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ク

ル
と

手
続

き
を

実
施

し
、

そ

の
効

果
を

評
価

す
る

。

既
存

の
地

方
給

水
・
衛

生
事

業
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

サ
イ

ク
ル

と
手

続
き

を
見

直
し

、
必

要
な

改
訂

に
つ

い
て

の
提

案
を

準
備

す
る

。
5-

1

4-
4

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

サ
イ

ク
ル

及
び

手
続

き
の

改
訂

事
項

が
対

象
県

で
の

R
W

SS
P実

施
に

適
用

さ
れ

る
よ

う
、

水
省

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

給
水

局
、

州
行

政
事

務
所

、
流

域
管

理
事

務
所

、
県

の
間

の
合

意
形

成
を

促
進

す
る

。

R
W

ST
に

よ
る

対
象

県
で

の
地

方
給

水
事

業
実

施
支

援
及

び
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
状

況
を

確
認

す
る

。

R
W

ST
に

よ
る

対
象

県
で

の
地

方
給

水
事

業
支

援
状

況
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

。
4-

5

上
記

4-
1、

4-
2の

調
査

結
果

に
基

づ
き

、
R

W
ST

を
対

象
と

し
た

研
修

計
画

を
策

定
す

る
。

4-
3

上
記

4-
3の

研
修

計
画

に
基

づ
き

、
R

W
ST

の
研

修
を

実
施

す

る
。

4-
1

3
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4
：
　
専

門
家

投
入

実
績

専
門
家
氏
名

指
導
分
野
　
（
担
当
グ
ル
ー
プ
）

派
遣
期
間

投
入
人
月

第
1年

次

（
20

07
年

9月
～

20
08
年

4
月
）

投
入
人
月

第
2年

次

（
20

08
年

4月
～

20
09
年

3
月
）

投
入
人
月

第
3年

次

（
20

09
年

4月
～

20
10
年

3
月
）

合
計

20
07

年
9月

9日
～

20
07

年
12

月
6日

20
08

年
1月

26
日
～

20
08

年
3月

15
日

20
08

年
5月

4日
～

20
08

年
6月

17
日

20
08

年
9月

1日
～

20
08

年
11

月
14

日

20
09

年
1月

5日
～

20
09

年
3月

15
日

20
07

年
10

月
18

日
～

20
08

年
3月

15
日

5.
00

20
08

年
5月

24
日
～

20
08

年
7月

7日
20

08
年

9月
20

日
～

20
08

年
12

月
3日

20
09

年
1月

15
日
～

20
09

年
3月

15
日

20
07

年
11

月
17

日
～

20
08

年
2月

14
日

3.
00

20
08

年
7月

1日
～

20
08

年
8月

8日
20

08
年

9月
10

日
～

20
08

年
12

月
14

日

20
09

年
1月

15
日
～

20
09

年
3月

15
日

20
07

年
9月

9日
～

20
07

年
12

月
21

日

20
08

年
1月

26
日
～

20
08

年
3月

15
日

20
08

年
5月

4日
～

20
08

年
7月

17
日

20
08

年
10

月
17

日
～

20
09

年
3月

15
日

合
計

17
.5

0
26

.3
3

43
.8

3
注
）
　
　
第
1
年
次
と
第
3
年
次
に
は
そ
れ
ぞ
れ
1
.1
6
人
月
、
0
，
0
7
人
月
の
自
社
負
担
に
よ
る
派
遣
が
あ
っ
た
。
(　
)内

の
数
値
は
自
社
負
担
分
を
除
い
た
契
約
で
の
人
月
数
で
あ
る
。

5.
00

畑
裕
一

加
藤
智
弘

総
括
/
村
落
給
水
事
業

山
田
浩
由

副
総
括
/
水
資
源
開
発
・
管
理

/
給
水
計
画

東
美
貴
子

村
落
給
水
施
設
計
画
/
維
持
管
理

4.
50

住
民
組
織
/
衛
生
啓
発

7.
50

10
.8

3

12
.5

0

6.
33

6.
00

6.
50

11
.0

0

9.
50



 1

添付資料 5：調達機材一覧 

 

表 1：事務所機材 

機材名 形式・メーカー 数量 

A3 カラープリンター HP5550N 1 

UPS APC650VA 4 

プロジェクター SONY VPL-ES4 
Multimedia Projector 

1 

ラップトップ PC Toshiba Satellite 
CPU: Intel Core Duo at 1.73 
RAM: 1GB 
HDD: 120GB 
Drive: DVD-RW Multi Drive Layer 
OS: Windows XP Pro 

2 

デスクトップ PC DELL Optiplex 320N SMT 
CPU: Intel Core Duo at 3.00 
RAM: 2GB 
HDD: 120GB*2 
Drive: DVD Combo Drive 
OS: Windows XP Pro 
Monitor: TFT 

1 

コピー機 CANON iR C3380 1 

表 2：車両 

車両名 数量 

- 日産パトロール (DFP4766, DFP4765) 2 

表 3：機材・ソフトウェア 

機材名 形式・メーカー 数量 

Fax HP Laserjet All in One (Fax) 3050 1 

LAN ネットワーク Switch D-Link 1 

ワード、エクセル、アクセス MS Office2007*3 3 

GIS ソフト Arc View 9.2 
Spatial Analyst 

3 

安定機 Soltek Voltage Stabilizer 2000VA 1 

ジェネレーター ELEMAX7000DX 1 



 2

 

表 4：調達機材の付属品 

機材 付属品・数量 

PRNHPCLJ55 HP COLOR LASERJET 
PRINTER 5550N with (Printer) 

- Start Manual hp Color Laser Jet 5550, 5550n, 
5550dn 

- Installation network 
- Cable no Lh-6p, USB Cable 
- CD Hp Color LaserJet 
- UPSAPC650V APC 650VA BACK UPS5 

PRNHPLJ3050 HO LASERJET PRINTER 3050 
(Printer, Fax, Scanner) 

- Cable for telephone line and Fax 
- Adaptor for UK usage 
- USB Cable 
- CD 
- Manual Book 

SONYVPLES4 SONY MULTIMEDIA 
PROJECTOR VPL ES 4 PROJECTOR 
(Projector) 

- Projector Manual 
- VGA Cable  
- Power Cable 
- Remote Control 

D-link 8Port Dlinkn8Port Switch 5 

ACCESSPOINT 
ACCESSPOINT-2100AP(Wireless Access Point) 

- Manual Book DWL-2100AP 
- CD – DWL-2100AP 
- Power Adopter 
- Ethernet Cable 

DELLOPT320 DELL OPTIPLEX 320  -   WINDOW XP PROGRAMLICENCED 

TOSSATA 135- TISHIBA SATTELLITE A 135 
– S4527 (2 Laptops) 

- 2 Window XP Program & CD  
- 2 TOSHIBA CD 
- 2 TOSHIBA VONGO 
- 2 Power Cable 
- TOSHIBA Catalogue 
- TFTDELL 17 “S DELL 17” TFT SCREEN 
- MONITOR 
- CD 
- MSOFFICE 200 MICROSOFT OFFICE 2007 

LICENCED 
- MICRWINXPP WIN XP PRO SOFTWARE 

O/S 
Arc GIS 3 set - Business Email reply 

- ArcGIS Desktop shortcuts 
- ArcGIS 9 Media kit 
- ArcGIS 9 Using ArcGIS desktop 
- ArcGIS 9 what is ArcGIS 9.2? 
- ArcGIS 9 Media Kit 
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6
：
　
現

地
運

営
経

費

費
目

1年
次

（
精

算
金

額
）

単
位

：
日

本
円

2年
次

(途
中

)
(2

00
8.

2.
13

 現
在

）
単

位
：
日

本
円

合
計

（
日

本
円

）

合
計

（
タ
ン
ザ
ニ
ア

シ
リ
ン
グ
）

1
一
般
業
務
費
（
研
修
・
管
理
以
外
）

9,
02

9,
02

5
20

,1
07

,3
03

29
,1

36
,3

28
42

8,
47

5,
41

2
1.

1
　
傭

 人
 費

2,
51

3,
85

2
4,

43
4,

02
2

6,
94

7,
87

4
10

2,
17

4,
61

8
1.

2
　
機
材
保
守
・
管
理
費

68
,8

02
16

9,
50

4
23

8,
30

6
3,

50
4,

50
0

1.
3

　
消
耗
品
費

88
4,

14
2

53
4,

75
6

1,
41

8,
89

8
20

,8
66

,1
47

1.
4

　
旅
費

 ・
交
通
費

2,
06

2,
03

3
6,

79
0,

21
5

8,
85

2,
24

8
13

0,
18

0,
11

8
1.

5
　
通
信
運
搬
費

0
58

,2
60

58
,2

60
85

6,
76

5
1.

6
　
資
料
等
作
成
費

89
,4

81
17

8,
92

2
26

8,
40

3
3,

94
7,

10
3

1.
7

　
借
料
損
料
費

39
5,

09
6

35
6,

76
4

75
1,

86
0

11
,0

56
,7

65
1.

8
　
人
材
養
成
確
保
費

3,
01

5,
61

9
7,

58
4,

86
0

10
,6

00
,4

79
15

5,
88

9,
39

7
2

　
供

与
機

材
購

入
費

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
機

材
）

4,
14

5,
36

3
0

4,
14

5,
36

3
60

,9
61

,2
21

3
　
供

与
機

材
購

入
費

（
車

両
）

7,
79

7,
56

0
0

7,
79

7,
56

0
11

4,
67

0,
00

0
4

　
報

告
書

作
成

費
（
印

刷
製

本
費

）
70

,0
00

0
70

,0
00

1,
02

9,
41

2
5

　
報

告
書

作
成

費
（
印

刷
製

本
を
除

く
）

11
,0

00
0

11
,0

00
16

1,
76

5
6

　
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約

12
,6

86
,0

00
18

,9
15

,0
00

31
,6

01
,0

00
46

4,
72

0,
58

8
7

　
ロ
ー
カ
ル

N
G

O
契
約

0
0

0
0

8
　
工
事
費

3,
84

4,
42

7
0

3,
84

4,
42

7
56

,5
35

,6
91

0
0

合
計

（
税

抜
き
）

37
,5

83
,3

75
39

,0
22

,3
03

76
,6

05
,6

78
1,

12
6,

55
4,

08
8
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7
：
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
一

覧
 

 

名
前

 
水

・
灌

漑
省

で
の
役

職
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に
お

け
る
役

割
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に
お

け
る
担

当
業

務
 

M
r. 

C
hr

is
to

ph
er

 N
. S

ay
i 

水
・
灌
漑
省

 
副
事
務
総
長

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ダ
イ
レ
ク
タ
ー

 
--

--
 

M
r. 

J. 
A

. M
uk

um
w

a 
水
・
灌
漑
省

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
局
部
長
代
理

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 
--

--
 

M
r. 

El
is

am
eh

e 
C

he
di

el
 M

zi
ra

y 
水
・
灌
漑
省

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
局
次
長

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
整

 

M
r. 

G
oy

ag
oy

a 
J. 

M
be

nn
a 

水
・
灌
漑
省

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
局
職
員

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
研
修
計
画
）

 
 研

修
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
選
定

 
 研

修
教
材
の
準
備

 
 R

U
W

A
SA

-C
A

D
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
容
の
更
新

 
 セ

ミ
ナ
ー
の
発
表
準
備

 
M

s. 
N

ee
m

a 
Si

ar
a 

水
・
灌
漑
省

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
局
職
員

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
研
修
実
施
）

 
 研

修
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
 研

修
リ
ソ
ー
ス
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
更
新

 
 セ

ミ
ナ
ー
の
発
表
準
備

 
M

s. 
K

ire
ng

a 
D

.A
.T

 
水
・
灌
漑
省

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
局
職
員

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
研
修
結
果
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・
評
価
）

 
 研

修
評
価

 
 パ

イ
ロ
ッ
ト

LG
A
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
 セ

ミ
ナ
ー
の
発
表
準
備

 
M

r. 
Jo

hn
 D

an
ie

l 
水
・
灌
漑
省

 
管
理
・
人
事
部
職
員

 
(現

在
ま
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
へ
の
参
加
は
な
い

) 

20
08

年
10

月
か
ら
空
席

 
水
・
灌
漑
省

 
水
資
源
局
職
員

 
B

W
O
へ
の
研
修
計
画
・
実
施
・
研
修
結
果

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
）

 
 B

W
O
へ
の
研
修
準
備

 
 B

W
O
へ
の
研
修
実
施

 
 研

修
の
評
価

 
 B

W
O
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
 セ

ミ
ナ
ー
の
発
表
準
備

 

 
 

 
 



添付資料8：タンザニア側プロジェクト経費

(水・灌漑省コミュニティ給水局作成） (単位：タンザニアシリング)

項目

1年次

(2007年9月～2008年
3月）

2年次

(2008年5月～2009年
3月）

合計

1 研修経費

1.1 第1研修フェーズ (2008年2月)
カウンターパートの手当 780,000 780,000

1.2 第2研修フェーズ (2008年6～7月）

カウンターパートの手当 1,170,000 1,170,000
1.3 第3研修フェーズ(2008年11月)

カウンターパートの手当 1,290,000 1,290,000
小計 780,000 2,460,000 3,240,000

2 モニタリング調査経費

2.1 第1回モニタリング訪問（2008年9～10月）

カウンターパートの手当 595,000 595,000
2.2 第2回モニタリング訪問（2009年1月）

カウンターパートの手当 690,000 690,000
小計 0 1,285,000 1,285,000

3 JCC会合実施経費

3.1 第1回JCC会合（2007年9月）

 カウンターパート手当（RWS、BWO） 1,038,000 1,038,000
3.2 第2回JCC会合（2008年3月）

 カウンターパート手当（RWS、BWO） 1,464,500 1,464,500
3.3 第3回JCC会合（2008年10月）

 カウンターパート手当（RWS、BWO） 661,000 661,000
小計 2,502,500 661,000 3,163,500

4 RUWASA-CADセミナー実施経費（2009年2月）

4.1 カウンターパートの手当 120,000 120,000
4.2 RS/LGA/BWOからの参加者への手当 13,136,000 13,136,000
4.3 参加者の交通費 17,006,000 17,006,000

小計 0 30,262,000 30,262,000
5 プロジェクト事務所の電気、電話、水道料

5.1 電気 1,499,400 2,142,000 3,641,400
5.2 電話 0
5.3 水道 21,000 30,000 51,000

小計 1,520,400 2,172,000 3,692,400
6 その他 0 0 0

小計 0 0 0
合計 4,802,900 36,840,000 41,642,900



 
1 

添
付

資
料

9
：
評

価
グ

リ
ッ

ド
（調

査
結

果
）
 

1.
 実

績
の

検
証

 
評

価
小

項
目

 
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

日
本

側
 

専
門

家
、

資
機

材
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
研

修

（
本

邦
ま

た
は

第
3

国
）
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
経

費
 

1
. 

専
門

家
の

派
遣

 

- 
2
00

7
年

9
月

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
以

来
2
00

9
年

3
月

ま
で

に
4

人
の

専
門

家
が

派
遣

さ
れ

て
い

る
。

各
専

門
家

の
分

野
と

タ
ン

ザ
ニ

ア
へ

の
派

遣
期

間
の

実
績

は
以

下

の
と

お
り

。
 

各
専

門
家

の
分

野
 

派
遣

期
間

(M
M

) 

総
括

／
村

落
給

水
事

業
 

1
0
.8

3
 

副
総

括
/
水

資
源

開
発

・
管

理
／

給
水

計
画

 
1
1
.0

0
 

村
落

給
水

施
設

計
画

／
維

持
管

理
 

9
.5

0
 

住
民

組
織

／
衛

生
啓

発
 

1
2
.5

0
 

合
計

 
4
3
.8

3
 

2
. 

機
材

供
与

 

- 
2
00

9
年

2
月

ま
で

に
17

5
,6

3
1
,2

21
 タ

ン
ザ

ニ
ア

シ
リ
ン

グ
（
T
Z
S）

相
当

（
日

本
円

で
1
1
,9

42
,9

2
3

円
）の

機
材

が
供

与
さ

れ
て

い
る

（2
00

9
年

2
月

の
JI

C
A

平
均

レ
ー

ト

1
T

Z
S=

0
.0

68
JP

Y
で

換
算

）
。

 

3
.  

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
研

修
 

- 
本

邦
ま

た
は

第
3

国
で

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
研

修
は

ま
だ

実
施

さ
れ

て
い

な
い

。
3

年
次

の
実

施
が

計
画

さ
れ

て
い

る
。

 

4
.  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
現

地
経

費
 

- 
2
00

9
年

2
月

1
3

日
ま

で
に

累
計

1
,1

2
6,

5
54

,0
8
8
 T

Z
S

相
当

 （
日

本
円

で
7
6
,6

0
5
,6

78
円

）が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

使
わ

れ
た

（
20

0
9

年
2

月
の

JI
C

A
平

均
レ

ー
ト

1
T

Z
S=

0
.0

68
JP

Y
で

換
算

）
。

現
地

経
費

に
は

機
材

供
与

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

の
改

築
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

投
入

実

績
 

タ
ン

ザ
ニ

ア
側

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
、

事
務

所
ス

ペ
ー

ス
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
経

費
 

1
.  

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
 

- 
現

時
点

で
は

添
付

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
リ
ス

ト
に

示
さ

れ
る

よ
う
に

4
名

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

配
置

さ
れ

て
い

る
。

 

- 
2
00

8
年

10
月

以
降

、
水

資
源

局
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

1
名

が
空

席
に

な
っ

て
お

り
、

ま
だ

補
充

さ
れ

て
い

な
い

。
 

2
.  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
事

務
所

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

の
ス

ペ
ー

ス
は

水
・灌

漑
省

の
敷

地
内

に
提

供
さ

れ
て

い
る

。
  

3
.  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
経

費
 

- 
2
00

9
年

3
月

ま
で

に
タ

ン
ザ

ニ
ア

側
が

負
担

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
経

費
は

合
計

4
1
,6

42
,9

0
0
 T

Z
S（

日
本

円
で

2
,8

31
,7

1
7
 円

相
当

）で
あ

る
（2

0
09

年
2

月
の

JI
C

A
平

均

レ
ー

ト
1
T

Z
S
=0

.0
68

JP
Y

で
換

算
）
。

 

成
果

 
P
D

M
1

の
指

標
 

1
-1

. 
地

方
給

水
・衛

生
事

業
の

実
施

に
係

る

県
、

州
、

流
域

の
各

レ
ベ

ル
の

人
材

育
成

戦

略
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
後

6
ヶ

月
以

内
に

P
M

O
-
R
A

L
G

他
関

係
者

と
の

調
整

の
下

で

策
定

さ
れ

る
。

 

 - 
D

W
S
T

、
R
W

S
T

、
B

W
O

へ
の

給
水

・
衛

生
事

業
の

実
施

に
係

る
人

材
育

成
戦

略
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

準
備

フ
ェ

ー
ズ

中
に

作
成

さ
れ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

と
JC

C
メ

ン

バ
ー

に
よ

り
20

08
年

3
月

に
実

施
さ

れ
た

第
2

回
の

JC
C

会
合

で
合

意
さ

れ
た

。
 

1
-2

. 
T

C
B

ユ
ニ

ッ
ト
の

年
間

活
動

計
画

が
毎

年
策

定
さ

れ
る

。
 

- 
T

C
B

ユ
ニ

ッ
ト
の

2
00

8
/2

0
09

年
（タ

ン
ザ

ニ
ア

会
計

年
度

7
月

‐
6

月
）の

年
間

活
動

計
画

が
作

成
さ

れ
、

20
08

年
6

月
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
会

合
で

合
意

さ
れ

た
。

 

- 
水

・
灌

漑
省

の
一

般
的

な
計

画
プ

ロ
セ

ス
に

則
り

、
T
C

B
ユ

ニ
ッ

ト
の

2
00

9
/2

0
10

年
の

年
間

活
動

計
画

は
20

09
年

5
月

か
ら

6
月

に
再

度
作

成
さ

れ
る

計
画

で
あ

る
。

 

成
果

1
：
 

水
省

に
よ

る
村

落
給

水
・
衛

生
に

関
す

る
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ

デ
ィ

ヴ
ェ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト
計

画

の
管

理
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

 

そ
の

他
：年

間
活

動
計

画
に

添
付

さ
れ

た
行

動
計

画
に

基
づ

き
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
に

よ
り

活
動

が
実

施
さ

れ
る

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

研
修

活
動

は
計

画
通

り
に

実
施

さ
れ

た
。

し
か

し
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
は

行
動

計
画

に
あ

ま
り

注
意

を
払

っ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

結
果

と
し

て
、

計
画

し
て

い
た

だ
け

の
活

動
が

行
わ

れ
な

か
っ

た
。

こ
の

よ
う
な

状
況

か
ら

、
日

本
人

専
門

家
は

さ
ら

に
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

参
加

を
促

し
、

活
動

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
だ

と
考

え
て

い
る

。
さ

ら
に

、
専

門
家

は
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

上
司

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
さ

ら
に

密
に

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

と
水

・
灌

漑
省

の
通

常
業

務
の

調
整

を
効

率
的

に
行

っ
て

い
く

意
向

で
あ

る
。

 

成
果

の

達
成

状

況
 

 
2
-1

. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
後

9
ヶ

月
以

内
に

研

修
計

画
が

策
定

さ
れ

る
。

 

- 
D

W
S
T

へ
の

研
修

計
画

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

準
備

フ
ェ

ー
ズ

期
間

内
に

計
画

通
り

策
定

さ
れ

た
。

 

- 
第

1
、

第
2
、

第
3

研
修

フ
ェ

ー
ズ

の
内

容
（
研

修
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト
）
は

全
て

研
修

計
画

ど
お

り
に

実
施

さ
れ

た
。

 

- 
研

修
計

画
は

実
施

を
通

し
て

必
要

に
応

じ
た

修
正

が
加

え
ら

れ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

終
了

時
に

は
研

修
パ

ッ
ケ

ー
ジ

と
し

て
ま

と
め

ら
れ

る
。

 



 
2 

成
果

2
：
 

村
落

給
水

・
衛

生
事

業
の

実

施
に

つ
い

て
、

県
給

水
・
衛

生
班

（
D

W
S
T
）
の

能
力

向
上

の
た

め
の

研
修

体
制

の
モ

デ

ル
が

構
築

さ
れ

る
。

 

2
-2

. 
研

修
対

象
者

の
研

修
に

対
す

る
満

足

度
、

技
術

・知
識

の
修

得
状

況
、

行
動

変
容

及
び

研
修

の
イ

ン
パ

ク
ト
を

記
録

・
分

析
す

る

た
め

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
計

画
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
後

9
ヶ

月
以

内
に

策
定

さ
れ

る
。

 

- 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
計

画
は

第
1

研
修

フ
ェ

ー
ズ

終
了

後
の

2
00

8
年

2
月

に
策

定
さ

れ
た

。
第

1
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
の

実
施

前
に

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
計

画
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

内
で

再
度

検
討

さ
れ

、
20

08
年

9
月

に
開

催
さ

れ
た

第
15

回
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
会

合
に

お
い

て
詳

細
が

合
意

さ
れ

た
。

 

- 
第

1
回

、
第

2
回

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
調

査
が

計
画

通
り

に
実

施
さ

れ
た

。
 

- 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
計

画
は

実
施

を
通

し
て

必
要

が
あ

れ
ば

見
直

し
・修

正
が

行
わ

れ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

に
は

研
修

体
制

モ
デ

ル
の

一
部

と
し

て
統

合
さ

れ
る

。
 

 
2
-3

. 
既

存
の

研
修

モ
ジ

ュ
ー

ル
ガ

イ
ド

と
マ

ニ
ュ

ア
ル

類
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

通
し

て
改

訂
さ

れ
、

2
01

0
年

7
月

ま
で

に
研

修
パ

ッ
ケ

ー
ジ

と

し
て

完
成

さ
れ

る
。

 

- 
研

修
計

画
の

策
定

過
程

で
は

、
既

存
の

研
修

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

調
査

し
N

A
W

A
P
O

で
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

主
要

課
題

に
沿

っ
た

改
訂

を
行

っ
た

。
改

定
さ

れ
た

研
修

モ

ジ
ュ

ー
ル

は
20

08
年

5
月

ま
で

に
、

ID
&
C

B
 T

W
G

（制
度

開
発

・
能

力
強

化
課

題
別

作
業

部
会

）や
P
C

T
（
W

S
D

P
プ

ロ
グ

ラ
ム

調
整

チ
ー

ム
）
へ

地
方

給
水

衛
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

サ
イ

ク
ル

や
手

順
に

関
す

る
提

案
と

し
て

示
さ

れ
た

。
 

- 
コ

ー
ス

教
材

は
計

画
さ

れ
た

研
修

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
実

施
に

合
わ

せ
て

、
既

存
の

教
材

や
改

訂
さ

れ
た

研
修

モ
ジ

ュ
ー

ル
・計

画
に

沿
っ

た
研

修
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

基
に

し
て

作
成

さ
れ

た
。

第
1

回
、

第
2

回
、

第
3

回
の

研
修

の
教

材
は

そ
れ

ぞ
れ

の
研

修
フ

ェ
ー

ズ
の

開
始

前
に

作
成

さ
れ

た
。

 

- 
研

修
の

モ
ジ

ュ
ー

ル
ガ

イ
ド

や
コ

ー
ス

教
材

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

と
お

し
て

改
善

さ
れ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

に
は

研
修

パ
ッ

ケ
ー

ジ
と

し
て

完
結

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

。
 

3
-1

. 
第

2
研

修
フ

ェ
ー

ズ
ま

で
に

水
理

地
質

予
察

図
が

流
域

管
理

事
務

所
か

ら
全

対
象

県

に
配

布
さ

れ
る

。
 

- 
水

理
地

質
予

察
図

は
、

計
画

通
り

準
備

フ
ェ

ー
ズ

中
に

両
対

象
B

W
O

の
水

理
地

質
技

師
に

よ
っ

て
作

成
さ

れ
、

22
対

象
県

全
県

に
配

布
さ

れ
た

。
 

成
果

3
：
 

県
に

よ
る

村
落

給
水

・
衛

生

事
業

の
実

施
を

支
援

す
る

た

め
に

必
要

な
流

域
管

理
事

務
所

（B
W

O
）の

能
力

が
強

化
さ

れ
る

。
 

3
-2

. 
更

新
さ

れ
た

水
理

地
質

デ
ー

タ
が

流
域

管
理

事
務

所
か

ら
全

対
象

県
に

毎
年

配
布

さ

れ
る

。
 

- 
R
W

S
S
P

の
第

1
サ

イ
ク

ル
の

進
展

が
遅

れ
て

お
り

、
ま

だ
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
の

調
達

の
段

階
に

あ
る

。
よ

っ
て

、
R
W

S
SP

の
実

施
に

関
連

し
た

新
し

い
水

理
地

質
デ

ー
タ

は
な

か
っ

た
。

 

- 
R
W

S
S
P

以
外

で
は

両
対

象
B

W
O

に
つ

い
て

新
た

な
更

新
デ

ー
タ

が
い

く
つ

か
あ

り
、

両
B

W
O

と
も

に
そ

の
デ

ー
タ

の
確

認
・
更

新
を

行
っ

た
。

更
新

さ
れ

た
水

理
地

質

デ
ー

タ
は

限
定

さ
れ

た
地

域
を

対
象

と
し

た
情

報
で

あ
っ

た
た

め
、

全
対

象
県

へ
の

更
新

情
報

の
配

布
は

行
っ

て
い

な
い

。
 

4
-1

. 
20

10
年

7
月

ま
で

に
全

対
象

州
で

R
W

S
P

が
策

定
さ

れ
る

。
 

- 
R
W

S
T

へ
の

第
2

研
修

フ
ェ

ー
ズ

で
は

R
W

S
P

の
策

定
に

関
す

る
研

修
が

行
わ

れ
た

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
の

結
果

に
よ

る
と

、
2

つ
の

州
で

は
既

に
L
G

A
か

ら
R
W

S
P

策
定

に
必

要
な

情
報

の
収

集
が

開
始

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
そ

の
他

の
州

で
は

ま

だ
実

施
さ

れ
て

い
な

い
と

の
こ

と
で

あ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
R
W

ST
に

具
体

的
な

課
題

を
と

お
し

て
必

要
な

情
報

を
収

集
し

R
W

S
P

が
作

成
さ

れ
る

よ
う
に

促
し

て
い

る
。

 

 

成
果

4
：
 

県
に

よ
る

村
落

給
水

・
衛

生

事
業

の
実

施
を

支
援

す
る

た

め
に

必
要

な
州

給
水

・衛
生

班
（
R
W

ST
）の

能
力

が
強

化

さ
れ

る
。

 

4
-2

. 
D

W
S
T

か
ら

四
半

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告

書
を

受
領

後
、

1
ヶ

月
以

内
に

全
対

象
州

の

R
W

S
T

が
内

容
を

確
認

し
、

県
へ

の
フ

ィ
ー

ド

バ
ッ

ク
を

行
う
。

 

- 
全

て
の

L
G

A
で

は
な

い
も

の
の

、
大

部
分

の
L
G

A
で

は
ク

イ
ッ

ク
・ウ

ィ
ン

や
N

G
O

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
な

ど
の

実
施

中
の

地
方

給
水

衛
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

進
捗

に
関

す
る

四
半

期
報

告
書

を
州

に
提

出
し

て
い

る
。

 

- 
対

象
4

州
へ

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

結
果

に
よ

る
と

、
す

べ
て

の
州

で
ま

と
め

て
首

相
府

地
方

自
治

省
に

転
送

す
る

前
に

L
G

A
か

ら
受

け
取

っ
た

報
告

書
を

少
な

く
と

も
確

認
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
し

か
し

、
R
W

ST
か

ら
L
G

A
に

対
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

報
告

書
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

や
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
ま

だ
十

分
で

は
な

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
R
W

ST
が

L
G

A
の

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

や
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

も
っ

と
積

極
的

に
関

わ
っ

て
い

く
よ

う
に

促
進

し
て

い
く

意
向

で
あ

る
。

 

5
-1

. 
全

対
象

県
に

お
い

て
、

村
落

か
ら

要
請

さ
れ

た
サ

ブ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

R
W

ST
及

び

B
W

O
の

指
導

・
承

認
に

基
づ

き
計

画
・設

計

さ
れ

る
。

 

- 
R
W

S
T

や
B

W
O

の
R
W

S
SP

の
サ

ブ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

や
デ

ザ
イ

ン
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

や
承

認
に

お
け

る
役

割
や

責
任

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

研
修

を
と

お
し

て
関

係
者

間
で

合
意

さ
れ

た
。

R
W

ST
の

割
り

当
て

ら
れ

た
タ

ス
ク

は
、

州
行

政
の

再
編

に
お

い
て

示
さ

れ
た

役
割

に
基

づ
い

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

が
提

案
し

た
も

の
で

あ
る

。
B
W

O

に
割

り
当

て
ら

れ
た

タ
ス

ク
に

つ
い

て
は

、
水

資
源

管
理

の
視

点
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

が
提

案
し

た
も

の
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
地

方
給

水
衛

生
事

業
の

プ
ロ

セ
ス

に
お

け

る
R
W

S
T

と
B

W
O

の
タ

ス
ク

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

提
案

し
て

い
る

地
方

給
水

衛
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
サ

イ
ク

ル
と

役
割

分
担

が
W

S
D

P
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

（P
IM

）

に
統

合
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

将
来

的
に

制
度

化
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
活

動
の

結
果

に
よ

る
と

、
コ

ー
ス

ト
州

の
R
W

S
T

で
は

い
く

つ
か

の
L
G

A
に

対
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
サ

ブ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

や
承

認
を

開
始

し
て

い
る

。
し

か
し

、
そ

の
他

の
R
W

S
T

や
B

W
O

で
は

そ
の

よ
う
な

活
動

は
ま

だ
開

始
し

て
い

な
い

。
 

 

成
果

5
：
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
し

て
見

直
さ

れ
た

地
方

給
水

・
衛

生

事
業

の
実

施
プ

ロ
セ

ス
及

び

手
続

き
が

対
象

県
で

の

R
W

S
S
P

実
施

に
適

用
さ

れ

る
。

 

5
-2

. 
地

方
給

水
・衛

生
事

業
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

サ
イ

ク
ル

と
手

続
き

に
関

し
、

必
要

な
改

訂
に

つ
い

て
の

提
案

が
準

備
さ

れ
る

。
 

- 
対

象
県

で
の

既
存

の
給

水
衛

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ク

ル
や

手
続

き
へ

の
適

用
の

現
状

を
報

告
す

る
た

め
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
W

S
D

P
に

関
連

し
た

様
々

な
会

合
に

参
加

し
た

り
、

ま
た

W
S
D

P
の

作
業

部
会

に
改

定
案

を
報

告
し

た
り

し
て

い
る

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
既

存
の

地
方

給
水

衛
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
サ

イ
ク

ル
と

手
続

き
へ

の
改

定
案

を
作

成
し

、
ID

&
C

B
作

業
部

会
、

P
C

T
や

地
方

給
水

局
に

提
出

し
た

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
手

続
き

の
見

直
し

は
今

後
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
期

間
を

通
し

て
継

続
さ

れ
、

手
続

き
改

定
の

提
案

書
を

作
成

す
る

予
定

で
あ

る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
 

P
D

M
1

の
指

標
 

 
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の

達
成

状

況
 

対
象

県
に

よ
る

村
落

給
水

・

衛
生

サ
ー

ビ
ス

の
供

給
に

係

る
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

 

1
. 

全
対

象
県

の
D

W
S
T

が
、

事
業

形
成

段

階
に

お
い

て
、

基
礎

調
査

（s
co

p
in

g 
su

rv
ey

）

候
補

村
落

の
選

定
手

続
き

に
D

em
an

d-
 

R
es

po
n
si

ve
 A

p
pr

o
ac

h
 (
D

R
A

)を
採

用
す

る
。

 

- 
イ

ン
パ

ク
ト
評

価
調

査
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

最
終

段
階

で
実

施
さ

れ
、

22
対

象
県

に
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

指
標

の
達

成
状

況
が

確
認

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

。
 

- 
R
W

S
S

の
第

1
サ

イ
ク

ル
で

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

選
択

プ
ロ

セ
ス

に
D

R
A

実
施

に
必

要
な

ス
テ

ッ
プ

を
踏

ん
だ

D
W

S
T

は
少

な
か

っ
た

が
、

研
修

に
お

い
て

D
W

S
T

か
ら

の
参

加
者

の
全

員
が

D
R
A

に
則

っ
た

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
選

択
プ

ロ
セ

ス
の

重
要

性
を

理
解

し
た

。
 

- 
選

択
の

手
順

を
改

善
す

る
た

め
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
研

修
や

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
、

課
題

な
ど

を
通

し
て

継
続

的
に

D
W

S
T

に
D

R
A

の
適

切
な

活
用

を
促

進
し

て
い

く
意

向
で

あ
る

。
 



 
3 

2
. 

全
対

象
県

の
D

W
S
T

が
T

SP
及

び
F
S
P

か
ら

提
出

さ
れ

た
進

捗
報

告
書

、
そ

の
他

の

成
果

品
に

対
し

て
、

双
方

で
合

意
さ

れ
た

期

間
内

に
精

査
し

コ
メ

ン
ト
を

返
す

。
 

- 
パ

イ
ロ

ッ
ト

4
県

へ
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
の

結
果

に
よ

る
と

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
者

か
ら

提
出

さ
れ

る
報

告
書

へ
の

対
応

状
況

は
そ

れ
ぞ

れ
の

L
G

A
に

よ
っ

て
異

な
る

。
 

- 
あ

る
L
G

A
で

は
県

の
水

技
師

（
D

W
E
）が

D
W

ST
内

で
協

議
す

る
こ

と
な

く
対

応
し

て
い

る
。

そ
の

他
の

ケ
ー

ス
で

は
D

W
ST

の
メ

ン
バ

ー
が

D
W

S
T

の
会

合
で

報
告

書
を

確
認

し
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
へ

コ
メ

ン
ト
や

指
示

を
作

成
し

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

る
。

 

- 
現

在
ま

で
R
W

SS
P

の
実

施
の

遅
れ

か
ら

、
こ

の
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
へ

の
対

応
を

必
要

と
さ

れ
る

機
会

が
少

な
い

が
、

R
W

S
S
P

の
進

展
に

応
じ

て
必

要
が

生
じ

た
際

に

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

通
し

て
サ

ー
ビ

ス
提

供
者

の
監

督
機

能
を

改
善

す
る

よ
う
に

促
進

し
て

い
く

意
向

で
あ

る
。

 

3
. 

全
対

象
県

の
D

W
ST

が
県

の
給

水
・衛

生

状
況

及
び

既
存

給
水

施
設

の
維

持
管

理
状

況
に

係
る

情
報

を
毎

年
更

新
す

る
。

 

- 
研

修
で

実
施

さ
れ

た
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

を
通

し
て

、
給

水
衛

生
の

状
況

や
既

存
の

給
水

施
設

の
維

持
管

理
に

関
す

る
必

要
な

統
計

の
カ

バ
ー

率
は

向
上

し
て

い
る

こ
と

が

判
明

し
た

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
第

4
、

第
5

研
修

フ
ェ

ー
ズ

に
さ

ら
に

情
報

管
理

に
関

す
る

研
修

を
計

画
し

て
お

り
、

さ
ら

に
研

修
員

の
達

成
状

況
を

確
認

し
て

い
く

た
め

に
課

題
を

継
続

し
て

い
く

意
向

で
あ

る
。

 

4
. 

家
庭

及
び

学
校

を
対

象
と

す
る

衛
生

普
及

に
係

る
戦

略
と

活
動

計
画

が
全

県
の

D
W

S
P

と
年

間
計

画
に

示
さ

れ
る

。
 

- 
マ

サ
シ

県
の

D
W

ST
の

ケ
ー

ス
で

は
、

ま
だ

改
善

の
余

地
が

あ
る

も
の

の
、

研
修

で
の

指
導

に
従

っ
て

衛
生

啓
発

活
動

を
D

W
S
P

に
統

合
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
研

修
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
課

題
な

ど
の

活
動

を
通

し
て

、
こ

の
よ

う
な

現
時

点
で

は
マ

サ
シ

県
に

限
定

さ
れ

る
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
変

化
を

他
の

L
G

A
に

広

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

に
は

こ
の

指
標

を
達

成
す

る
よ

う
に

努
め

て
い

く
意

向
で

あ
る

。
 

上
位

目
標

 
P
D

M
1

の
指

標
 

2
01

5
年

ま
で

に
、

 

1
. 

改
善

さ
れ

た
水

源
を

利
用

で
き

る
人

口
が

対
象

県
の

村
落

部
で

X
%
か

ら
Y

%に
増

加
す

る
。

 

2
. 

対
象

県
の

給
水

施
設

の
稼

働
率

が
X

%
か

ら
Y

%に
向

上
す

る
。

 

3
. 

法
的

に
登

録
さ

れ
た

水
利

用
者

組
織

（
W

U
E
）に

よ
り

運
営

・管
理

さ
れ

る
給

水
施

設

の
数

が
各

対
象

県
で

現
状

値
よ

り
増

加
す

る
。

 

上
位

目

標
の

達

成
見

込

み
 

対
象

県
の

村
落

給
水

・
衛

生

サ
ー

ビ
ス

が
向

上
す

る
。

 

4
. 

改
善

さ
れ

た
衛

生
施

設
（ト

イ
レ

）
を

利
用

す
る

人
々

が
X

%
か

ら
Y

%に
増

加
す

る
。

 

 - 
指

標
中

の
X

や
Y

の
数

値
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

内
で

検
討

さ
れ

て
お

り
、

P
D

M
（バ

ー
ジ

ョ
ン

2
）に

反
映

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

。
 

- 
中

間
レ

ビ
ュ

ー
の

時
点

で
は

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

を
検

討
す

る
の

は
時

期
尚

早
で

あ
っ

た
。

 

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル
 

P
D

M
1

の
指

標
 

2
02

5
年

ま
で

に
、

 

1
. 

改
善

さ
れ

た
水

源
を

利
用

で
き

る
人

口
が

タ
ン

ザ
ニ

ア
本

土
の

村
落

部
で

5
3％

(2
00

3
)

か
ら

90
％

に
増

加
す

る
。

  

2
. 

給
水

施
設

の
稼

働
率

が
X

%
か

ら
Y

%に
向

上
す

る
。

 

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル

の
達

成

見
込

み
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

構
築

さ
れ

た

研
修

体
制

を
W

S
D

P
の

下
で

全
国

に
普

及
さ

せ
る

こ
と

を

通
じ

て
、

タ
ン

ザ
ニ

ア
本

土

（
ザ

ン
ジ

バ
ル

を
除

く
大

陸

部
）の

村
落

給
水

・
衛

生

サ
ー

ビ
ス

が
向

上
す

る
。

  
3
. 

改
善

さ
れ

た
衛

生
施

設
（ト

イ
レ

）
を

利
用

す
る

人
々

が
X

%
か

ら
Y

%に
増

加
す

る
。

 

 - 
指

標
中

の
X

や
Y

の
数

値
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

内
で

検
討

さ
れ

て
お

り
、

P
D

M
（バ

ー
ジ

ョ
ン

2
）に

反
映

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

。
 

- 
中

間
レ

ビ
ュ

ー
の

時
点

で
は

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル
の

達
成

見
込

み
を

検
討

す
る

の
は

時
期

尚
早

で
あ

っ
た

。
 

 2.
 実

施
プ

ロ
セ

ス
 

調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
／

調
査

事
項

 
調

査
結

果
 
 

活
動

計
画

 

活
動

は
計

画
通

り
実

施
さ

れ
て

い
る

か
？

 
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

全
て

の
活

動
は

活
動

計
画

（
P
O

）の
と

お
り

に
実

施
さ

れ
た

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

主
な

活
動

で
あ

る
研

修
は

第
3

フ
ェ

ー
ズ

ま
で

が
済

ん
で

お
り

、
計

画
さ

れ
た

研
修

内
容

の
「
計

画
段

階
」
が

終
了

し
た

（
研

修
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

構
成

に
つ

い
て

は
「
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・
デ

ィ
ベ

ロ
プ

メ
ン

ト
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

参
照

の
こ

と
）
。

 

- 
研

修
成

果
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
活

動
に

つ
い

て
は

、
計

画
通

り
第

2
回

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
調

査
ま

で
実

施
さ

れ
た

。
 

技
術

移
転

 

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は
な

い
か

？
 

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

次
の

2
種

類
の

技
術

移
転

を
実

施
し

て
い

る
。

ア
）
水

・
灌

漑
省

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
給

水
局

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
を

対
象

と
し

た
B

W
O

、
R
W

S
T

、
D

W
S
T

へ
の

研

修
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
に

関
す

る
技

術
移

転
、

及
び

 イ
）
B

W
O

、
R
W

S
T

、
D

W
S
T

を
対

象
と

し
た

地
方

給
水

衛
生

サ
ー

ビ
ス

の
計

画
・
実

施
・
運

営
維

持
管

理
に

関
す

る
技

術
移

転
。

 

- 
上

記
の

ア
）
に

つ
い

て
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
で

あ
る

3
人

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
給

水
局

の
職

員
が

日
本

人
専

門
家

と
共

に
研

修
活

動
の

実
施

に
取

り
組

ん
で

い



 
4 

る
。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
は

日
々

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

従
事

す
る

こ
と

で
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
を

強
化

す
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
は

水
・
灌

漑
省

の
主

要
業

務

に
従

事
し

な
が

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

も
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
へ

の
参

加
は

十
分

に
得

ら
れ

て
お

ら
ず

、
彼

ら
へ

の
技

術
移

転
は

限
定

さ

れ
た

も
の

に
な

っ
て

い
る

。
 

- 
上

記
の

イ
）に

つ
い

て
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
技

術
移

転
の

十
分

な
成

果
が

確
実

に
発

現
す

る
よ

う
に

以
下

の
よ

う
な

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
活

動
を

実
施

し
て

い
る

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
B

W
O

、
R
W

S
T

、
D

W
S
T

に
対

し
て

3
回

の
研

修
フ

ェ
ー

ズ
を

実
施

し
て

い
る

。
研

修
の

結
果

は
1）

研
修

の
運

営
管

理
、

2
）研

修
参

加
者

の
理

解
度

、
3）

研
修

参
加

者
の

行
動

変
容

、
4
）組

織
の

行
動

変
容

、
と

い
っ

た
項

目
か

ら
成

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・評

価
活

動
に

よ
っ

て
確

認
さ

れ
て

い
る

。
 

 
と

2）
に

つ
い

て
は

、
研

修
の

そ
れ

ぞ
れ

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
お

い
て

研
修

参
加

者
全

員
に

よ
っ

て
評

価
さ

れ
て

お
り

、
す

べ
て

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
お

い
て

満
足

な
結

果
が

明
ら

か
と

な
っ

て
い

る
（5

段
階

評
価

で
平

均
4）

。
  

 
と

4）
に

つ
い

て
は

、
全

対
象

の
2B

W
O

と
4
R
W

S
T

、
お

よ
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

開
始

当
初

に
実

施
さ

れ
た

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

の
結

果
か

ら
選

択
さ

れ
た

4
つ

の
パ

イ
ロ

ッ

ト
県

を
対

象
と

し
て

実
施

さ
れ

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

は
そ

れ
ぞ

れ
を

訪
問

し
、

研
修

実
施

後
の

行
動

変
容

を
確

認
す

る
た

め
に

研
修

参
加

者
や

そ
の

同
僚

・
上

司
な

ど
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
い

る
。

こ
の

活
動

を
通

し
て

そ
れ

ぞ
れ

の
レ

ベ
ル

で
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
効

果
が

現
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

が
、

ま
だ

い
く

つ
か

の
ケ

ー
ス

に
限

ら
れ

て
い

る
。

 

 
上

述
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
活

動
と

は
別

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

は
研

修
参

加
者

の
研

修
後

の
様

子
を

各
研

修
フ

ェ
ー

ズ
で

出
さ

れ
る

課
題

を
と

お
し

て
モ

ニ
タ

ー
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

は
課

題
を

通
し

て
研

修
期

間
以

外
の

期
間

も
研

修
参

加
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

を
維

持
し

て
お

り
、

研
修

参
加

者
が

研
修

で
得

た
知

識

を
実

際
の

業
務

に
活

か
す

よ
う
促

し
て

い
る

。
 

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

進
捗

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
は

誰
が

、
ど

の
よ

う
に

、
ど

の
よ

う

な
頻

度
で

実
施

、
そ

の
結

果
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
運

営
に

反
映

さ
れ

て

い
る

か
？

 

- 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
を

含
む

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

は
少

な
く

と
も

月
に

1
度

は
会

合
を

持
ち

、
各

メ
ン

バ
ー

が
活

動
の

計
画

や
進

捗
、

懸
案

事
項

に
つ

い
て

協
議

し
て

い
る

。
さ

ら

に
、

半
期

に
1

回
の

進
捗

報
告

書
作

成
の

際
に

は
P
D

M
の

指
標

に
基

づ
い

た
達

成
度

を
チ

ー
ム

内
で

確
認

し
て

い
る

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

は
JC

C
会

合
の

際
に

水
・
灌

漑
省

や
JI

C
A

へ
報

告
し

て
い

る
。

 

JI
C

A
本

部
、

在
外

事
務

所
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
協

議
、

連
絡

の
頻

度
、

内
容

、
F
B

の
方

法
）
は

効
果

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
？

 

- 
日

本
人

専
門

家
は

JI
C

A
に

月
報

を
提

出
し

て
お

り
、

各
提

出
時

に
関

連
事

項
に

つ
い

て
協

議
し

て
い

る
。

ま
た

、
毎

回
専

門
家

の
赴

任
・離

任
時

に
は

報
告

を
行

う
な

ど
、

頻

繁
な

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
保

っ
て

い
る

。
 

"プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
仕

組
み

 

―
日

本
人

専
門

家
間

 

―
日

本
人

専
門

家
と

タ
ン

ザ
ニ

ア
側

C
P
 

―
タ

ン
ザ

ニ
ア

側
C

P
間

" 
 

- 
日

本
人

専
門

家
間

は
良

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
保

っ
て

い
る

。
 

- 
日

本
人

専
門

家
と

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
に

お
い

て
協

働
す

る
際

に
は

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
良

い
。

し
か

し
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

水
・
灌

漑
省

の
そ

の
他

の
業

務
に

あ
た

る
た

め
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

を
急

に
放

置
す

る
こ

と
が

あ
り

、
そ

の
よ

う
な

場
合

に
は

日
本

人
専

門
家

と
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

十
分

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を

と
る

こ
と

が
困

難
に

な
っ

て
い

る
。

 

関
係

者
と

の
関

わ

り
方

 

（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン

）
 

"関
係

機
関

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
効

果
的

に
行

わ
れ

て
い

る

か
？

（
対

象
地

域
の

D
W

S
T

、
B

W
O

、
R
W

S
T

、
W

S
D

P
各

種
会

議

等
）
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
研

修
に

参
加

し
て

い
る

B
W

O
、

R
W

S
T

、
D

W
S
T

と
は

研
修

の
課

題
を

通
じ

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
継

続
し

て
い

る
。

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
B

W
O

、
R
W

S
T

、
D

W
S
T

間
の

連
携

が
必

要
な

課
題

を
出

す
な

ど
し

て
、

各
組

織
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
改

善
を

促
進

し
て

い
る

。
し

か
し

、
現

在

ま
で

の
と

こ
ろ

、
連

携
の

状
況

に
は

改
善

の
余

地
が

残
さ

れ
て

い
る

。
 

認
識

（
オ

ー
ナ

ー

シ
ッ

プ
）
 

"実
施

機
関

や
Ｃ

Ｐ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
？

 

（
関

係
機

関
や

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
へ

の
参

加
度

合
い

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
？

）
 

- 
水

・
灌

漑
省

の
過

去
の

多
く

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

各
ド

ナ
ー

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

に
よ

っ
て

実
施

さ
れ

て
き

た
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

初
め

て
の

日
本

に
よ

る
技

術
協

力
で

あ
り

、

効
果

の
持

続
性

を
確

保
す

る
た

め
に

省
の

強
い

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
や

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

水
・灌

漑
省

や
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

に
お

い
て

あ
る

程
度

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
現

わ
し

て
い

る
が

、
水

・
灌

漑
省

が
配

置
す

る
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
人

材
の

不
足

や
、

多
く

の
職

員
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

本
来

業
務

で
は

な

く
追

加
業

務
（
ex

tr
a 

w
or

k）
と

し
て

認
識

し
て

い
る

こ
と

な
ど

を
考

慮
す

る
と

、
ま

だ
改

善
の

余
地

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

- 
W

S
D

P
で

は
水

・
灌

漑
省

が
給

水
衛

生
事

業
に

従
事

す
る

L
G

A
や

州
行

政
府

の
職

員
の

研
修

を
計

画
し

調
整

す
る

役
割

で
あ

る
と

規
定

し
て

お
り

、
省

に
お

い
て

そ
の

役
割

を
果

た
す

の
が

T
C

B
ユ

ニ
ッ

ト
で

あ
る

と
し

て
い

る
。

し
か

し
、

現
在

ま
で

に
T

C
B

ユ
ニ

ッ
ト
は

人
材

が
不

足
し

て
お

り
、

職
員

は
与

え
ら

れ
た

役
割

を
果

た
す

た
め

に
必

要
な

能

力
の

強
化

を
目

的
と

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

に
十

分
に

参
加

で
き

て
い

な
い

。
 

- 
研

修
参

加
者

の
研

修
へ

の
参

加
率

は
高

い
が

、
研

修
の

課
題

に
十

分
に

取
り

組
ん

で
い

な
い

R
W

S
T

や
D

W
ST

が
い

く
つ

か
存

在
し

て
い

る
。

 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー

ト
 

適
切

な
Ｃ

Ｐ
が

配
置

さ
れ

て
い

る
か

？
Ｃ

Ｐ
の

不
足

の
背

景
は

何

か
？

ま
た

、
Ｃ

Ｐ
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
に

ど
の

よ
う
に

関
わ

っ
て

い
る

か
？

 

- 
現

在
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

は
実

質
活

動
に

は
参

加
し

て
い

な
い

管
理

・
人

事
局

の
1

名
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
を

除
く

と
、

3
人

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

配
置

さ
れ

て
い

る
。

3
人

の
う

ち
2

人
は

給
水

衛
生

事
業

に
従

事
す

る
政

府
組

織
の

人
材

の
能

力
強

化
を

担
当

す
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
給

水
局

の
T
C

B
ユ

ニ
ッ

ト
に

所
属

し
て

お
り

、
も

う
1

名
は

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ

給
水

局
の

技
術

支
援

セ
ク

シ
ョ
ン

に
所

属
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

3
人

に
つ

い
て

は
適

切
な

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

配
置

さ
れ

て
い

る
と

言
え

る
。

し
か

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
へ

の
参

加

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

通
じ

て
十

分
に

彼
ら

の
能

力
を

強
化

す
る

た
め

に
は

不
十

分
な

状
況

で
あ

る
。

改
善

さ
れ

て
き

て
は

い
る

も
の

の
、

日
本

人
専

門
家

が
活

動
の

大
部

分

を
主

導
し

て
お

り
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

よ
り

積
極

的
に

活
動

に
参

加
す

る
こ

と
を

望
ん

で
い

る
。

 

- 
水

資
源

局
に

も
う

1
名

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

ポ
ス

ト
が

あ
り

、
水

資
源

に
関

す
る

研
修

内
容

の
開

発
な

ど
に

は
重

要
な

役
割

を
果

た
す

べ
き

で
あ

る
が

、
2
00

8
年

10
月

に
前

任
者

が
不

幸
に

も
亡

く
な

っ
た

後
、

こ
の

ポ
ス

ト
は

未
だ

空
席

に
な

っ
て

い
る

。
第

3
研

修
フ

ェ
ー

ズ
は

こ
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

ポ
ス

ト
が

空
席

の
ま

ま
実

施
さ

れ
た

。
 

そ
の

他
 

そ
の

他
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

過
程

で
生

じ
て

い
る

問
題

は
あ

る

か
？

そ
の

原
因

は
何

か
？

 
 

- 
各

研
修

の
直

後
に

研
修

で
得

た
知

識
が

実
際

に
R
W

S
SP

の
第

1
サ

イ
ク

ル
の

実
施

に
お

い
て

活
用

さ
れ

る
こ

と
で

、
研

修
成

果
が

目
に

見
え

る
形

で
現

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
た

が
、

R
W

S
SP

の
第

1
サ

イ
ク

ル
の

進
捗

は
ま

だ
ソ

フ
ト
系

・
技

術
系

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

調
達

を
進

め
て

い
る

状
況

で
あ

り
、

全
体

と
し

て
は

約
8

カ
月

の
遅

れ
と

な
っ

て
い

る
。

 

 



 
5 

3.
 妥

当
性

 
調

査
小

項
目

 
調

査
の

視
点

／
調

査
事

項
 

調
査

結
果

 
 

タ
ン

ザ
ニ

ア
国

対
象

地
域

・社
会

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
か

？
 

必
要

性
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
？

 

- 
W

S
D

P
で

は
、

R
W

S
SP

を
施

行
し

セ
ク

タ
ー

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
改

善
す

る
た

め
に

、
地

方
給

水
事

業
の

主
要

な
実

施
者

で
あ

る
L
G

A
の

職
員

の
能

力
強

化
が

根
本

的
な

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

状
況

の
下

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
研

修
体

制
の

モ
デ

ル
を

確
立

し
R
W

S
T

や
B

W
O

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
R
W

S
S
P

の
実

施

に
お

け
る

L
G

A
の

能
力

を
強

化
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う
な

視
点

か
ら

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

W
S
D

P
の

実
施

に
貢

献
し

て
い

る
。

 

- 
W

S
D

P
で

は
、

水
・
灌

漑
省

は
地

方
給

水
衛

生
事

業
に

従
事

す
る

L
G

A
や

州
行

政
府

の
職

員
へ

の
研

修
を

計
画

し
、

調
整

す
る

と
規

定
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ

給
水

局
は

研
修

・
能

力
強

化
（
T

C
B
）
ユ

ニ
ッ

ト
を

設
立

し
た

も
の

の
、

そ
の

職
員

は
十

分
な

実
施

能
力

を
有

し
て

い
な

い
。

一
方

、
2
00

7
年

か
ら

各
L
G

A
や

州
行

政
府

に
対

す

る
W

S
D

P
の

能
力

強
化

の
た

め
の

予
算

が
配

布
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

状
況

に
お

い
て

、
R
W

S
S
P

の
実

施
に

関
す

る
能

力
強

化
の

調
整

役
と

し
て

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
給

水
局

の
能

力
強

化
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
 

タ
ン

ザ
ニ

ア
国

の
開

発
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？
 

- 
タ

ン
ザ

ニ
ア

政
府

は
、

給
水

整
備

を
第

2
次

貧
困

削
減

戦
略

(2
00

5
～

2
01

0
年

)や
ミ
レ

ニ
ア

ム
開

発
目

標
（M

D
G

s)
に

お
け

る
貧

困
対

策
の

直
接

的
戦

略
と

位
置

づ
け

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

開
発

政
策

に
お

け
る

指
標

を
達

成
す

る
た

め
に

20
02

年
に

改
定

さ
れ

た
第

2
次

国
家

水
政

策
（
N

A
W

A
P
O

20
02

）
が

現
行

の
給

水
関

連
の

国
家

政
策

で
あ

る
。

こ
の

政
策

の
下

、
政

府
は

全
国

の
安

全
な

水
へ

の
ア

ク
セ

ス
（
40

0
メ

ー
ト
ル

以
内

）が
10

0％
に

達
す

る
こ

と
を

目
標

と
掲

げ
、

給
水

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
制

度
の

強
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

- 
こ

れ
ら

の
政

策
を

実
現

す
る

た
め

の
方

法
と

し
て

、
政

府
は

20
07

年
2

月
に

水
セ

ク
タ

ー
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
W

S
D

P
: 

W
at

er
 S

ec
to

r 
D

ev
el

op
m

en
t 

P
ro

gr
am

m
e）

を
立

ち
上

げ
た

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
セ

ク
タ

ー
ワ

イ
ド

ア
プ

ロ
ー

チ
（
S
W

A
p
: 

S
ec

to
r 

W
id

e 
A

pp
ro

ac
h）

の
コ

ン
セ

プ
ト
を

ベ
ー

ス
に

し
て

お
り

、
都

市
・
地

方
給

水
施

設
の

整
備

、
9

つ
全

て
の

流
域

事
務

所
（
B

W
O

）
の

強
化

に
水

資
源

管
理

の
改

善
、

水
セ

ク
タ

ー
の

制
度

と
能

力
の

強
化

に
取

り
組

む
と

し
て

い
る

。
W

S
D

P
の

下
、

政
府

は
給

水
の

運
営

管
理

サ
ー

ビ
ス

の
責

任
を

県
レ

ベ
ル

で
強

化
し

て
い

く
こ

と
を

開
始

し
た

。
よ

っ
て

、
能

力
強

化
と

研
修

は
こ

の
新

し
い

ア
プ

ロ
ー

チ
の

重
要

な
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト
の

一
つ

と
な

っ
て

い

る
。

  

優
先

度
 

日
本

の
援

助
政

策
・
ＪＩ

Ｃ
Ａ

国
別

事
業

実
施

計
画

と
の

整
合

性
は

あ

る
か

？
 

 

- 
外

務
省

の
対

タ
ン

ザ
ニ

ア
国

別
援

助
計

画
(2

00
8

年
6

月
)で

は
重

点
分

野
の

一
つ

に
イ

ン
フ

ラ
開

発
を

挙
げ

て
い

る
。

中
で

も
地

方
給

水
・水

資
源

管
理

に
お

い
て

は
、

「
W

S
D

P
に

沿
っ

て
、

地
方

政
府

の
給

水
計

画
策

定
支

援
を

行
う
と

共
に

、
水

資
源

開
発

の
難

し
い

地
域

、
安

全
な

水
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

不
十

分
な

地
域

に
お

い
て

、
同

給
水

計
画

に
基

づ
い

た
給

水
関

連
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

を
進

め
る

。
ま

た
、

地
方

人
材

の
育

成
を

通
じ

た
給

水
計

画
の

策
定

・
実

施
管

理
能

力
の

強
化

を
図

る
。

」
と

言
及

し
て

い
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

タ
ン

ザ
ニ

ア
国

の
水

・
衛

生
分

野
の

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

を
挙

げ
る

戦
略

と
し

て
適

切
か

？
（ア

プ
ロ

ー
チ

、
対

象
地

域
の

選
定

、
他

ド
ナ

ー
と

の
援

助
協

調
に

よ
る

相
乗

効
果

 
等

）

 
 

- 
R
W

S
S
P

で
D

em
an

d
 R

es
p
on

si
ve

 A
p
pr

oa
ch

 (
D

R
A

)に
焦

点
が

当
て

ら
れ

て
い

る
一

方
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

給
水

衛
生

の
持

続
性

や
効

率
性

を
向

上
さ

せ
る

次
の

2
つ

の
視

点
か

ら
R
W

S
SP

を
補

完
す

る
プ

ロ
ー

チ
を

と
っ

て
い

る
。

1）
水

資
源

の
持

続
性

を
確

保
す

る
た

め
に

水
資

源
量

と
需

要
の

バ
ラ

ン
ス

を
と

る
、

2）
そ

れ
ぞ

れ
の

給
水

計
画

を
広

域

で
の

経
済

効
果

の
た

め
に

州
の

視
点

か
ら

も
検

討
す

る
。

 

- 
こ

の
よ

う
な

ア
プ

ロ
ー

チ
は

B
W

O
、

R
W

S
T
、

D
W

S
T

の
、

特
に

R
W

SS
P

の
「
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

段
階

」に
お

け
る

連
携

に
よ

っ
て

可
能

と
な

る
。

R
W

S
SP

の
第

1
サ

イ
ク

ル
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

前
に

開
始

さ
れ

た
も

の
の

、
こ

の
よ

う
な

ア
プ

ロ
ー

チ
は

R
W

S
SP

の
第

2
サ

イ
ク

ル
で

取
り

入
れ

ら
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

 

手
段

と
し

て
の

適

切
性

 

他
ド

ナ
ー

や
他

の
JI

C
A

事
業

と
の

連
携

・デ
マ

ケ
は

明
確

に
示

さ
れ

て
い

る
か

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

W
S
D

P
の

セ
ク

タ
ー

会
合

に
参

加
し

て
い

る
。

セ
ク

タ
ー

ワ
イ

ド
ア

プ
ロ

ー
チ

の
下

、
タ

ン
ザ

ニ
ア

政
府

と
開

発
パ

ー
ト
ナ

ー
は

合
同

水
セ

ク
タ

ー
・
レ

ビ
ュ

ー

（
JW

S
R
）
に

お
い

て
水

セ
ク

タ
ー

作
業

部
会

（
W

S
W

G
）
と

次
の

4
つ

の
課

題
別

作
業

部
会

（
T

W
G

）（
1）

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
と

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
、

2
）
計

画
と

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

、
3
）制

度

開
発

と
能

力
強

化
、

4）
衛

生
）
を

設
置

す
る

こ
と

に
合

意
し

た
。

JI
C

A
は

2）
計

画
と

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

、
3）

制
度

開
発

と
能

力
強

化
の

2
つ

の
課

題
別

作
業

部
会

に
参

加
す

る
こ

と
を

決
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

メ
ン

バ
ー

が
3）

制
度

開
発

と
能

力
強

化
の

作
業

部
会

に
参

加
し

て
お

り
以

下
の

点
か

ら
作

業
部

会
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

 
R
U

W
A

S
A

-
C

A
D

の
活

動
や

研
修

の
成

果
に

関
す

る
報

告
 

 
給

水
衛

生
事

業
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
サ

イ
ク

ル
や

手
続

き
に

関
す

る
提

案
 

 
水

セ
ク

タ
ー

全
体

を
対

象
と

し
た

能
力

強
化

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
へ

の
技

術
支

援
 

 4.
 有

効
性

 
調

査
小

項
目

 
調

査
の

視
点

／
調

査
事

項
 

調
査

結
果

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

予
測

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

の
見

込
み

は
あ

る
か

？
 

- 
以

下
の

点
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

終
了

時
ま

で
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。
 

 
D

W
S
T

の
研

修
参

加
者

を
対

象
と

し
た

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
・評

価
の

結
果

に
よ

る
と

、
各

研
修

フ
ェ

ー
ズ

に
お

け
る

理
解

度
は

高
い

こ
と

が
判

明
し

て
い

る
。

さ
ら

に
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
県

で
は

い
く

つ
か

の
D

W
S
T

で
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

指
標

で
達

成
を

目
指

し
て

い
る

よ
う
な

活
動

を
既

に
開

始
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

R
W

S
S
P

実
施

が
進

展
す

る
に

つ
れ

て
更

に
多

く
の

県
が

そ
の

よ
う
な

活
動

を
実

施
に

移
す

こ
と

が
予

測
で

き
る

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
研

修
参

加
者

に
対

し
て

課
題

を
通

し
た

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
っ

て
お

り
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
継

続
す

る
こ

と
で

得
た

知
識

を
実

際
の

業
務

で

活
用

し
た

り
、

知
識

を
同

僚
と

共
有

し
た

り
す

る
こ

と
を

促
進

し
て

い
る

。
そ

れ
に

よ
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

を
増

進
さ

せ
て

い
る

。
 

 
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

点
ま

で
に

研
修

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
、

課
題

を
と

お
し

た
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

な
ど

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
は

計
画

通
り

に
進

捗
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

後
半

に
お

い
て

も
同

様
に

計
画

通
り

に
実

施
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。
 



 
6 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

あ
る

か
？

 
- 

い
く

つ
か

の
D

W
S
T

、
R
W

ST
で

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

課
し

て
い

る
課

題
に

対
し

て
十

分
に

応
じ

て
い

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

。
研

修
の

課
題

へ
の

対
応

の
重

要
性

は
よ

り
多

く
の

参

加
者

に
理

解
さ

れ
つ

つ
あ

る
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

を
確

実
に

す
る

に
は

ま
だ

改
善

の
余

地
が

あ
る

と
言

え
る

。
 

- 
R
W

S
S
P

の
実

施
が

さ
ら

に
大

幅
に

遅
れ

る
場

合
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
内

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

指
標

の
達

成
を

見
る

こ
と

が
困

難
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

。
 

- 
研

修
制

度
が

ま
ず

は
対

象
と

す
る

L
G

A
で

活
用

さ
れ

、
将

来
的

に
は

そ
の

他
の

L
G

A
に

普
及

さ
れ

る
た

め
に

は
、

他
ド

ナ
ー

を
含

む
関

係
者

と
の

調
整

が
重

要
で

あ
る

。
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

推
奨

す
る

研
修

制
度

に
対

す
る

支
援

が
得

ら
れ

な
い

場
合

は
、

R
W

S
SP

の
実

施
に

お
い

て
活

用
さ

れ
る

こ
と

が
望

め
な

い
。

 

- 
水

・
灌

漑
省

と
首

相
府

地
方

自
治

省
の

間
の

調
整

に
つ

い
て

、
州

や
L
G

A
レ

ベ
ル

で
給

水
衛

生
サ

ー
ビ

ス
の

手
続

き
に

不
都

合
が

生
じ

な
い

よ
う
に

連
携

を
改

善
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

- 
衛

生
改

善
活

動
を

促
進

す
る

た
め

に
は

、
保

健
・社

会
福

祉
省

や
教

育
・
職

業
訓

練
省

と
の

調
整

を
改

善
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
に

向
け

て
十

分
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
を

産
出

し
て

い
る

か
。

 

5
つ

の
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
充

分
で

あ
る

か
？

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

5
つ

の
期

待
さ

れ
る

成
果

の
達

成
状

況
を

分
析

す
る

と
、

1
-1

、
1-

2
、

2
-1

、
2-

2
、

3-
1
、

5
-2

と
い

っ
た

既
に

実
施

済
み

の
活

動
の

達
成

を
直

接
的

に
示

し
て

い

る
基

本
的

な
指

標
に

つ
い

て
は

達
成

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
 

- 
指

標
の

2
-3

、
3-

2
、

4-
1
、

4-
2
、

5
-1

に
つ

い
て

は
、

第
3

年
次

4
年

次
の

P
O

に
沿

っ
た

研
修

や
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

活
動

を
継

続
し

、
そ

の
結

果
を

R
W

SS
P

の
実

施
に

適
用

さ
せ

て
い

く
こ

と
で

達
成

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

R
W

S
SP

の
進

展
の

遅
れ

に
よ

り
実

際
の

活
動

に
適

用
さ

せ
る

機
会

は
今

ま
で

少
な

か
っ

た
も

の
の

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
は

確
実

に
計

画
通

り
行

わ
れ

て
い

る
。

一
方

、
既

存
の

ク
イ

ッ
ク

・ウ
ィ

ン
や

ド
ナ

ー
・
N

G
O

の
支

援
に

よ
る

個
別

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

あ
り

、
い

く
つ

か
の

D
W

ST
や

R
W

ST
で

は
そ

れ
ら

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
お

い
て

研
修

で
得

た
知

識
を

活
用

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
 

- 
指

標
の

1
‐3

を
達

成
す

る
た

め
に

は
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

参
加

を
確

保
に

向
け

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
給

水
局

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

が
不

可
欠

で
あ

る
。

し
か

し
、

今
ま

で
は

日
本

人

専
門

家
が

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

研
修

活
動

へ
の

限
ら

れ
た

参
加

を
補

う
形

で
活

動
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

因
果

関
係

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
「
研

修
を

受
け

た
人

材
が

異
動

し
な

い
」
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い

か
？

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

か
？

 

- 
今

ま
で

に
研

修
に

参
加

し
た

州
行

政
府

や
L
G

A
の

職
員

13
4

名
中

、
1
9

人
が

異
動

し
て

い
る

。
地

方
行

政
の

職
員

は
首

相
府

地
方

自
治

省
の

管
轄

下
に

あ
り

、
異

動
の

発
生

を
避

け
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
こ

の
よ

う
な

状
況

を
考

慮
し

、
課

題
を

通
し

て
研

修
で

得
た

知
識

に
つ

い
て

そ
れ

ぞ
れ

の
チ

ー
ム

内
で

議
論

し
共

有
す

る
こ

と
や

、
研

修
の

テ
ー

マ
に

関
連

す
る

担
当

業
務

を
持

つ
他

の
職

員
も

研
修

に
招

く
な

ど
、

一
名

以
上

の
職

員
で

知
識

を
共

有
し

て
い

く
こ

と
を

促
進

し
て

い
る

。
 

 5.
 効

率
性

 

調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
／

調
査

事
項

 
調

査
結

果
 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

度
は

適
切

か
？

 
- 

成
果

1
に

つ
い

て
は

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
へ

の
参

加
が

期
待

よ
り

少
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
達

成
度

は
十

分
で

は
な

か
っ

た
。

 

- 
成

果
2

か
ら

5
に

つ
い

て
は

適
度

に
成

果
が

上
が

っ
て

い
る

と
判

断
さ

れ
て

い
る

。
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達

成
度

 

 
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
達

成
を

阻
害

し
て

い
る

要
因

は
あ

る
か

？
 

- 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
へ

の
参

加
が

成
果

1
の

達
成

の
た

め
に

は
不

足
し

て
い

る
。

 

- 
R
W

S
S
P

の
進

捗
の

遅
れ

に
よ

り
研

修
参

加
者

が
研

修
で

得
た

知
識

を
実

務
に

活
用

す
る

機
会

が
十

分
で

な
い

こ
と

は
、

成
果

2
か

ら
5

の
達

成
に

と
っ

て
は

不
都

合
と

な
っ

て

い
る

。
 

- 
R
W

S
T

、
B

W
O

、
D

W
S
T

の
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

や
連

携
の

重
要

性
に

つ
い

て
理

解
と

認
識

が
さ

ら
に

強
化

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
を

産
出

す
る

た
め

に
十

分
な

活
動

で
あ

っ
た

か
？

 
- 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
は

計
画

通
り

に
実

施
さ

れ
て

お
り

、
現

状
の

成
果

の
達

成
状

況
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
を

産
出

す
る

た
め

に
十

分
な

投
入

で
あ

っ
た

か
？

 
- 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

参
加

が
限

ら
れ

て
い

た
こ

と
は

成
果

1
の

発
現

に
影

響
を

与
え

た
。

 

因
果

関
係

 

 

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
「
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

水
・
灌

漑
省

、
対

象
州

、
県

の
予

算
が

確
保

さ
れ

る
」
は

現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

外
部

条
件

に
よ

る
影

響
は

な
い

か
？

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

第
1

年
次

は
会

計
年

度
の

途
中

か
ら

の
開

始
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
水

・
灌

漑
省

か
ら

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
の

支
出

が
さ

れ
な

か
っ

た
が

、
第

2
年

次
か

ら
は

支
出

さ
れ

て
い

る
。

 

- 
2
00

7
年

以
降

そ
れ

ぞ
れ

の
L
G

A
や

州
行

政
府

に
は

W
S
D

P
か

ら
能

力
強

化
用

の
予

算
が

配
布

さ
れ

て
い

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
行

政
府

の
職

員
は

、
そ

の
予

算
を

使
用

し
て

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

実
施

し
た

「
能

力
強

化
セ

ミ
ナ

ー
」に

参
加

し
た

。
 

計
画

に
沿

っ
て

活
動

を
行

う
た

め
に

、
過

不
足

な
い

量
・
質

の
投

入

が
タ

イ
ミ
ン

グ
よ

く
実

施
さ

れ
た

か
？

 

- 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

参
加

が
十

分
で

な
い

問
題

に
つ

い
て

、
日

本
人

専
門

家
は

特
に

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

突
如

連
絡

な
く

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
か

ら
離

れ
て

し
ま

う
こ

と
を

問

題
で

あ
る

と
感

じ
て

い
る

。
こ

れ
は

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
に

と
っ

て
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

が
追

加
業

務
で

あ
る

た
め

、
本

業
の

水
・
灌

漑
省

の
業

務
を

優
先

し
て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
は

時
間

外
も

業
務

に
従

事
す

る
な

ど
し

て
両

方
の

責
務

を
果

た
す

努
力

を
し

て
い

る
事

実
は

あ
る

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

と
っ

て
は

計
画

さ
れ

た
人

材
が

適

切
な

量
が

適
切

な
タ

イ
ミ
ン

グ
で

供
給

さ
れ

る
こ

と
を

阻
害

し
て

い
る

。
 

- 
水

資
源

局
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

空
席

に
な

っ
て

い
る

こ
と

も
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

の
技

術
移

転
を

困
難

に
し

て
い

る
。

 

投
入

の
質

・
量

・

タ
イ

ミ
ン

グ
 

投
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

の
問

題
（
機

材
の

調
達

の
遅

れ
等

）
に

ど
の

よ
う

に
対

処
し

て
い

る
か

？
 

- 
上

記
の

状
況

を
緩

和
す

る
た

め
に

、
日

本
人

専
門

家
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
以

来
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
や

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
給

水
局

の
局

長
に

対
し

て
交

渉
を

行
っ

て
い

る
。

例
え

ば
、

水
・
灌

漑
省

の
職

員
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
に

お
い

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

も
評

価
対

象
と

す
る

よ
う
に

局
長

と
協

議
し

た
り

し
て

い
る

。
し

か
し

、
状

況
が

十
分

に
改

善

し
た

と
は

言
い

難
い

。
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6.
 イ

ン
パ

ク
ト

 
調

査
小

項
目

 
調

査
の

視
点

／
調

査
事

項
 

調
査

結
果

 
 

上
位

目
標

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
と

し
て

発
現

が
見

込
ま

れ
る

か
？

（
事

後
評

価
時

点
で

の
検

証
が

可
能

か
？

）
 

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

？
 

 

- 
上

位
目

標
の

達
成

見
込

み
に

つ
い

て
は

時
期

尚
早

で
あ

る
が

、
対

象
の

22
県

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

通
し

て
得

た
能

力
を

R
W

S
S
P

の
実

務
に

お
い

て
活

用
す

る
こ

と
が

期

待
で

き
る

。
 

上
位

目
標

の
達

成
予

測
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
か

ら
上

位
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件

「
N

R
W

S
SP

が
計

画
通

り
に

進
行

す
る

」は
、

現
時

点
で

も
正

し
い

か
。

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

か
。

 

- 
R
W

S
S
P

の
進

捗
に

は
半

年
以

上
の

遅
れ

が
あ

る
が

、
R
W

S
SP

の
一

つ
の

サ
イ

ク
ル

に
は

3
年

か
ら

5
年

か
か

る
と

さ
れ

て
お

り
、

第
1

サ
イ

ク
ル

は
既

に
開

始
さ

れ
て

い
る

。
今

後
さ

ら
な

る
深

刻
な

遅
れ

が
生

じ
な

け
れ

ば
、

上
位

目
標

の
達

成
に

は
大

き
な

影
響

は
な

い
で

あ
ろ

う
。

 

政
策

レ
ベ

ル
（
制

度
、

法
律

、
基

準
等

）の
整

備
へ

の
影

響
 

影
響

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

 

経
済

面
へ

の
影

響
 

影
響

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。
 

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・
人

権
、

貧
富

（
社

会
的

弱
者

層
）
な

ど
社

会
・
文

化
的

側
面

へ
の

影
響

 

影
響

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。
 

環
境

保
護

へ
の

影
響

 
影

響
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
 

水
・
衛

生
分

野
の

技
術

面
、

政
策

・
制

度
面

で
の

変
革

（
革

新
）
へ

の

影
響

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル
と

し
て

、
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

構
築

さ
れ

た
研

修
体

制
を

W
S
D

P
の

下
で

全
国

に
普

及
さ

せ
る

こ
と

を
通

じ
て

、
タ

ン
ザ

ニ
ア

本
土

（
ザ

ン
ジ

バ
ル

を
除

く
大

陸
部

）の
村

落
給

水
・
衛

生
サ

ー
ビ

ス
が

向
上

す
る

」こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

研
修

制
度

の
モ

デ
ル

が
W

S
D

P
の

P
IM

に
盛

り
込

ま
れ

れ
ば

、

研
修

制
度

は
全

国
の

地
方

給
水

衛
生

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
に

活
用

さ
れ

る
こ

と
と

な
り

、
特

に
地

方
給

水
衛

生
事

業
の

計
画

の
段

階
に

お
い

て
水

資
源

管
理

の
視

点
や

州
・
県

・

流
域

の
各

ア
ク

タ
ー

の
連

携
が

強
化

さ
れ

る
点

か
ら

水
衛

生
分

野
の

変
革

に
貢

献
で

き
る

と
言

え
る

。
 

- 
水

・
灌

漑
省

が
合

同
セ

ク
タ

ー
・レ

ビ
ュ

ー
に

提
出

し
た

「
20

0
7/

2
00

8
年

水
分

野
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

報
告

書
」
に

は
地

方
給

水
に

関
す

る
達

成
状

況
の

項
目

に
お

い
て

以
下

の

よ
う
に

言
及

し
て

い
る

。
「
水

・
灌

漑
省

は
JI

C
A

の
技

術
協

力
の

下
R
U

W
A

S
A

-
C

A
D

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

実
施

し
て

い
る

。
本

年
中

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
既

存
の

マ
ニ

ュ
ア

ル

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

レ
ビ

ュ
ー

・
検

討
が

行
わ

れ
た

。
結

果
と

し
て

R
W

S
SP

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

サ
イ

ク
ル

、
各

ア
ク

タ
ー

の
役

割
や

責
任

、
D

W
S
T

や
R
W

S
T

へ
の

研
修

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

見
直

し
が

行
わ

れ
た

。
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ク

ル
と

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

活
用

し
、

D
W

S
T

、
R
W

S
T

、
B

W
O

の
職

員
へ

の
一

連
の

研
修

コ
ー

ス
が

実
施

さ
れ

た
。

改
定

さ
れ

た

サ
イ

ク
ル

や
モ

ジ
ュ

ー
ル

は
一

般
的

な
適

用
に

向
け

て
対

話
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
通

過
す

る
で

あ
ろ

う
。

」
 

- 
一

方
、

「
能

力
開

発
の

枠
組

み
実

施
促

進
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
が

ID
&
C

B
課

題
別

作
業

部
会

に
よ

っ
て

作
成

さ
れ

、
20

0
8

年
9

月
に

配
布

さ
れ

た
。

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

が
提

案
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ク

ル
は

ま
だ

反
映

さ
れ

て
い

な
い

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
へ

の
認

識
を

向
上

さ
せ

て
い

く
た

め
の

関
係

者
と

の
緊

密
な

対
話

が
求

め
ら

れ
る

。
 

- 
対

象
の

B
W

O
で

は
研

修
で

習
得

し
た

知
識

を
流

域
内

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
以

外
で

も
活

用
し

た
り

、
都

市
給

水
や

灌
漑

の
分

野
で

の
活

用
を

始
め

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

 

- 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
給

水
局

は
全

国
の

D
W

S
T

、
R
W

S
T

、
B

W
O

及
び

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
給

水
局

の
職

員
を

対
象

と
し

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

よ
る

研
修

コ
ー

ス
に

類
似

し
た

研
修

コ
ー

ス
の

作
成

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
こ

の
研

修
コ

ー
ス

の
準

備
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

一
人

が
担

当
し

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

に
よ

っ
て

作
成

さ
れ

た
研

修
プ

ロ

グ
ラ

ム
を

活
用

し
て

い
る

。
こ

の
研

修
の

予
算

は
W

S
D

S
の

資
金

を
活

用
す

る
こ

と
が

検
討

さ
れ

て
お

り
、

数
か

月
以

内
に

は
準

備
を

開
始

す
る

計
画

で
あ

る
。

 

社
会

経
済

状
況

へ
の

波
及

効
果

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
る

か
？

そ
れ

を

軽
減

す
る

対
策

は
と

ら
れ

て
い

る
か

？
 

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
 

 7.
 自

立
発

展
性

 
調

査
小

項
目

 
調

査
の

視
点

／
調

査
事

項
 

調
査

結
果

 
 

水
・
衛

生
セ

ク
タ

ー
に

お
け

る
タ

ン
ザ

ニ
ア

政
府

の
政

策
支

援
は

協

力
終

了
後

も
継

続
す

る
か

？
 

水
・
衛

生
分

野
の

関
連

規
制

、
法

制
度

は
整

備
さ

れ
つ

つ
あ

る
か

？
 

政
策

・制
度

面
 

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

が
対

象
地

域
以

外
に

普
及

す
る

取
り

組
み

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
？

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

を
通

し
て

水
・灌

漑
省

や
そ

の
他

の
関

係
者

の
間

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
の

重
要

性
に

対
す

る
認

識
が

高
ま

っ
て

い
る

。
 

- 
タ

ン
ザ

ニ
ア

の
水

セ
ク

タ
ー

に
お

け
る

W
S
D

P
の

枠
組

み
の

下
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

研
修

制
度

の
モ

デ
ル

が
継

続
的

に
政

府
の

支
援

を
受

け
他

地
域

に
普

及
さ

れ
る

た
め

に
は

P
IM

に
統

合
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 



 
8 

協
力

終
了

後
も

効
果

を
あ

げ
て

い
く

た
め

の
活

動
を

実
施

す
る

に
足

る
水

・
灌

漑
省

の
組

織
能

力
は

十
分

か
？

（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

等
） 

 

- 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
給

水
局

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

勧
め

る
研

修
制

度
の

モ
デ

ル
を

管
理

し
て

い
く

た
め

の
十

分
な

組
織

的
な

能
力

を
有

し
て

い
る

と
は

言
い

難
い

。
根

本
的

な
理

由
と

し

て
、

1
）
人

材
の

不
足

、
2）

全
国

レ
ベ

ル
で

W
S
D

P
に

お
け

る
与

え
ら

れ
た

役
割

を
果

た
す

た
め

に
必

要
な

T
C

B
ユ

ニ
ッ

ト
の

編
成

な
ど

十
分

に
議

論
が

な
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
、

な
ど

が
あ

る
。

 

- 
州

レ
ベ

ル
で

は
州

行
政

府
に

水
理

地
質

技
師

が
配

置
さ

れ
て

い
な

い
。

「
州

行
政

府
の

機
能

と
組

織
構

成
（
20

0
7

年
8

月
）」

に
は

各
州

に
水

源
管

理
技

術
者

2
名

と
水

理
地

質
技

師
1

名
が

配
置

さ
れ

る
と

述
べ

て
い

る
が

、
現

在
は

州
行

政
府

に
は

水
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

1
名

配
置

さ
れ

て
い

る
の

み
で

あ
る

。
 

- 
財

政
面

の
自

立
発

展
性

に
つ

い
て

は
、

能
力

強
化

に
特

化
し

た
W

S
D

P
の

予
算

が
各

L
G

A
や

州
行

政
府

に
配

布
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
水

・灌
漑

省
や

B
W

O
も

W
S
D

P

か
ら

供
給

さ
れ

る
能

力
強

化
の

た
め

の
予

算
を

持
っ

て
い

る
。

こ
の

予
算

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

対
す

る
活

動
、

関
連

機
材

や
サ

ー
ビ

ス
の

購
入

、
そ

れ
ぞ

れ
の

組
織

の
職

員
の

研

修
な

ど
い

か
な

る
能

力
強

化
関

連
の

活
動

に
も

利
用

で
き

る
。

現
在

ま
で

の
こ

の
予

算
の

活
用

の
仕

方
は

そ
れ

ぞ
れ

の
組

織
で

異
な

る
が

、
こ

の
予

算
が

D
W

S
T

、
R
W

S
T

、

B
W

O
に

と
っ

て
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

研
修

制
度

の
モ

デ
ル

に
類

似
し

た
研

修
へ

の
参

加
、

ま
た

水
・
灌

漑
省

に
と

っ
て

は
D

W
S
T

、
R
W

S
T

、
B

W
O

へ
の

研
修

の
開

催
な

ど
に

利

用
さ

れ
て

い
く

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

水
・
灌

漑
省

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

効
果

を
維

持
す

る
た

め
の

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

十
分

に
確

保
さ

れ
て

い
る

か
？

 

- 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

に
貢

献
す

る
よ

う
に

尽
力

し
て

お
り

、
日

本
人

専
門

家
か

ら
必

要
な

ノ
ウ

ハ
ウ

を
学

ん
で

い
る

が
、

水
・灌

漑
省

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

追

加
業

務
と

判
断

し
他

の
業

務
が

優
先

さ
れ

る
こ

と
を

考
慮

す
る

と
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
ま

だ
十

分
で

は
な

い
と

言
え

る
。

 

組
織

・財
政

面
 

 

現
在

、
必

要
な

予
算

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
?
 

ま
た

今
後

、
水

供

給
・
衛

生
分

野
の

予
算

が
増

え
る

可
能

性
は

ど
の

程
度

あ
る

か
？

 

- 
各

L
G

A
や

州
行

政
府

さ
ら

に
水

・
灌

漑
省

の
能

力
強

化
の

た
め

の
予

算
は

W
S
D

P
の

予
算

に
よ

っ
て

確
保

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

予
算

は
い

か
な

る
能

力
強

化
に

関
連

す
る

目
的

に
も

利
用

で
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

研
修

だ
け

の
た

め
で

は
な

い
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
活

用
さ

れ
る

技
術

移
転

の
手

法
は

受
け

入
れ

ら
れ

つ
つ

あ
る

か
水

・
衛

生
分

野
で

の
技

術
レ

ベ
ル

の
適

切
性

、
社

会

的
・
慣

習
的

適
切

性
）
？

 

技
術

面
 

 

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

お
こ

な
わ

れ
て

い
る

か
？

（
Ｃ

Ｐ
が

単
独

で
で

き
る

よ
う
に

な
る

か
？

）
 

- 
各

研
修

フ
ェ

ー
ズ

で
実

施
さ

れ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

に
よ

る
と

、
研

修
参

加
者

は
講

師
、

教
材

、
理

解
度

、
活

用
度

な
ど

の
異

な
る

視
点

に
お

い
て

研
修

は
満

足
で

あ
っ

た
と

判
断

し
て

い
る

。
R
W

SS
P

の
進

捗
が

遅
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
実

施
に

移
す

機
会

は
今

の
と

こ
ろ

少
な

い
も

の
の

、
R
W

S
T

、
D

W
ST

、
B

W
O

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

で
は

研
修

の
内

容

は
受

け
入

れ
ら

れ
て

お
り

、
満

足
で

あ
る

と
評

価
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

 

社
会

的
弱

者
層

（
貧

困
、

女
性

等
）
へ

の
配

慮
不

足
に

よ
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
に

よ
る

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

な
い

か
？

 

特
に

な
し

 
社

会
・

文
化

・
環

境
面

 

ま
た

は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

相
乗

効
果

の
可

能
性

は
？

 
特

に
な

し
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